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公益社団法人日本作業環境測定協会　北・信越支部富山県分会

ゼオンノース㈱環境分析事業部
環境計量証明事業、作業環境測定、土壌汚染調査、粉じん爆発、飲料水検査、材料分析　等

〒933-8516　高岡市荻布630 
TEL（0766）25-6385　FAX（0766）21-0162

登録番号16-1

事業内容

アースコンサル株式会社
〒939-0351　射水市戸破8-17 
TEL（0766）56-1180　FAX（0766）56-8811

登録番号16-5

事業内容

ダイヤモンドエンジニアリング㈱分析事業所
〒937-0068　魚津市本新751 
TEL（0765）24-3521　FAX（0765）24-3580

登録番号16-6

事業内容

カナモリ技販㈱  環境分析センター
〒933-0946　高岡市昭和町1-4-1 
TEL（0766）25-0188　FAX（0766）26-9677

登録番号16-7

事業内容

㈱安全性研究センター
〒930-0809　富山市興人町2-62 
TEL（076）431-6810　FAX（076）431-2809

登録番号16-8

事業内容

㈱環研
〒939-8221　富山市八日町247-17 
TEL（076）429-3275　FAX（076）429-7358

登録番号16-9

事業内容

日本海環境サービス株式会社  分析事業部
〒930-0848　富山市久方町2番54号
TEL（076）433-3038　FAX（076）433-7413

登録番号16-10

事業内容

株式会社環境理研
〒939-1351　砺波市千代248-3 
TEL（0763）33-2303　FAX（0763）33-1660

登録番号16-11

事業内容

日重環境㈱
各種分析事業および計量事業、作業環境測定

〒933-0002　高岡市吉久1-1-145 
TEL（0766）21-0603　FAX（0766）28-2636

登録番号16-13

事業内容

作業環境測定、土壌汚染調査、異物試験、医薬品等製品安全性支援、RI試験、騒音対策、局所排気装置　等

環境計量証明事業、作業環境測定機関、土壌汚染調査機関、異物分析、組成分析、環境調査　等

特定計量証明事業（ダイオキシン類）、環境計量証明事業、作業環境測定機関、環境アセスメント、指定調査機関（土壌汚染状況調査）

環境計量証明（水質・大気・土壌・悪臭・騒音・振動等）、作業環境測定　他各種分析試験

作業環境測定機関、環境計量証明事業、土壌汚染調査機関、環境調査、放射能分析、石綿分析　等

作業環境、水質試験、土壌・産業廃棄物の分析、ばい煙測定、悪臭測定、騒音振動測定

医薬品関連等試験、環境計量証明事業、作業環境測定機関、土壌汚染調査機関、異物分析、悪臭測定、騒音振動測定

環

しあわせな
日々を願う 21世紀の健康を考える

事業所、学校、一般地域住民の健康管理と
福祉の増進に寄与する

健診内容
■労働安全衛生法に依る
　一般健康診断・特殊健康診断
■特定健康診査・特定保健指導

21世紀の健康を考える

友愛健康医学センター
公益財団法人

理 事 長 　 松　島　利　雄

〒939-2741　富山市婦中町中名1554-17
 婦中企業団地内

☎（076）466-5544

見つめよう健やかな日本！ 創ろう元気な日本！見つめよう健やかな日本！ 創ろう元気な日本！

国民の一人ひとりが健康であるために……

健康づくりのパートナーとして……………

一般健康診断・特殊健康診断・特定健康診査
生活習慣病健診・人間ドック

健康相談・特定保健指導

労働衛生サービス機能評価機構認定機関

支 部 長 　 武 山 治 善

〒939-8211　富山市二口町４丁目３番地１

TEL（076）493-1717

施設健診で（乳がん）
マンモグラフィ検査が可能
（女性専用日の設定あり）
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■
経
営
理
念

私
た
ち
は
ま
だ
形
に
な
い
も
の
を

形
あ
る
も
の
に
で
き
る
創
造
企
業

と
し
て
、
も
の
づ
く
り
を
通
じ
て

良
き
人
づ
く
り
、
良
き
環
境
づ
く

り
に
貢
献
し
社
会
の
発
展
に
尽
く

し
ま
す
。
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会
社
概
要

設
　
立

 

昭
和
五
十
年
四
月

資
本
金

 

一
千
五
百
万
円 

所
在
地

 

高
岡
市
福
岡
町
荒
屋
敷
五
二
二

従
業
員

 

十
七
名

事
業
内
容 

金
属
用
金
型
製
造

■
生
産
品

　
ア
ル
ミ
鋳
造
金
型
・
ア
ル
ミ
削
り
出

し
加
工
・
金
型
部
品
加
工
・
プ
レ
ス

金
型
・
ブ
ロ
ー
成
形
金
型

　
　

　

■
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観

一
　
信
用
を
重
ん
じ
、
お
客
さ

ま
・
仕
入
れ
先
・
社
員
の

三
方
共
に
良
い
関
係
を
つ

く
り
ま
す
。

二
　
自
の
利
よ
り
他
の
利
を
大

切
に
で
き
る
実
践
力
を
持

ち
ま
す
。

三
　
勝
ち
負
け
で
は
な
く
、『
価

値
』
あ
る
企
業
に
成
長
す

る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

４

株
式
会
社
フ
ジ
タ

会員企業紹介
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総
合
金
型
メ
ー
カ
ー
と
い
う
位
置
づ

け
は
、
大
き
な
特
徴
で
す
ね

梶
川

　
当
社
は
、
昭
和
三
十
八
年
に

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
プ
レ
ス
金
型
の
製

造
を
開
始
し
て
以
来
、
射
出
成
形
金

型
、
鋳
造
金
型
、
ブ
ロ
ー
成
形
金
型

と
、
分
野
を
拡
大
し
、
技
術
を
培
っ

て
き
ま
し
た
。

　
現
在
売
上
げ
に
占
め
る
割
合
は
、

四
輪
の
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル
鋳
鍛
造

七
〇
％
、
ア
ル
ミ
削
り
出
し
製
品
が

一
〇
％
、
プ
レ
ス
金
型
と
ブ
ロ
ー
成

形
金
型
が
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
％
で
す
。

こ
の
四
つ
の
分
野
で
そ
れ
ぞ
れ
企

画
・
開
発
か
ら
加
工
・
完
成
ま
で

の
一
貫
生
産
体
制
を
構
築
し
、
総
合

金
型
メ
ー
カ
ー
と
し

て
お
客
さ
ま
か
ら
も

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ

で
あ
る
こ
と
で
、
従

業
員
の
知
識
や
技
術

の
相
乗
効
果
が
図
ら

れ
、
一
人
ひ
と
り
の
技

術
レ
ベ
ル
は
向
上
し

て
い
ま
す
。
会
社
と

し
て
も
、
多
能
工
一

覧
表
や
多
能
工
人
材

成
長
管
理
表
を
作
成

し
て
計
画
的
に
多
能
工
化
を
図
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
、
設
計
だ

け
で
な
く
、
製
造
現
場
の
Ｍ
Ｃ
で
も

女
性
が
活
躍
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

多
能
工
を
養
成
す
る
に
は
、
人
材
教

育
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
が

梶
川

　
金
型
製
造
は
、
昔
は
暗
黙
知

の
世
界
で
し
た
が
、
そ
れ
で
は
技
術

者
も
育
ち
ま
せ
ん
。
積
極
的
に
Ｏ
Ｊ

Ｔ
な
ど
社
内
教
育
の
時
間
を
確
保
し

て
い
ま
す
。
実
施
に
際
し
て
は
、
週

間
計
画
表
を
作
成
し
、「
い
つ
、
誰
が
、

誰
に
、
何
を
教
え
る
か
」
を
明
確
に

し
て
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
部
研
修
と
し
て
中
小
企

業
大
学
校
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
や
生
産

管
理
研
修
な
ど
に
毎
月
一
人
以
上
を

派
遣
し
て
い
ま
す
。

会
長
も
率
先
し
て
受
講
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
ね
。

梶
川

　
受
講
し
や
す
い
雰
囲
気
を
つ

く
る
た
め
に
私
自
身
が
玉
掛
け
技
能

講
習
や
実
技
な
ど
の
講
習
・
研
修
を

積
極
的
に
受
講
し
て
い
ま
す
。
規
模

の
小
さ
い
会
社
な
の
で
、
一
人
が
抜

け
て
も
大
変
で
す
が
、
受
講
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
こ
と
の
方
が

大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
外
部
の
研
修
や
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
気
持
ち
良
い
職
場
環

境
づ
く
り
や
資
格
取
得
の
重
要
性
を

認
識
し
、
中
堅
ク
ラ
ス
の
従
業
員
の

意
識
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。社
長
も
受
講
を
渋
る
従
業
員
に
、

「
会
長
が
受
講
し
て
い
る
も
の
、
若

い
人
こ
そ
受
け
な
け
れ
ば
」
と
、
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
受
講
者
に
は
、
学
ん
だ
こ

と
を
朝
礼
で
報
告
す
る
よ
う
に
義

務
づ
け
て
い
る
の
で
、
他
の
従
業
員

の
啓
蒙
に
も
つ
な
が
っ
て
ま
す
。
朝

礼
は
十
九
人
全
員
と
私
た
ち
が
輪
に

な
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
全
員
が

メ
モ
を
と
っ
て
聞
い
て
い
ま
す
。
日

報
の
メ
モ
欄
の
書
き
込
み
を
見
て

も
、
皆
真
剣
に
聞
い
て
い
る
こ
と
が

実
感
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と

安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
提
供

9

株
式
会
社
フ
ジ
タ

通路をワックスがけする毎週末の清掃

　
か
つ
て
は
三
Ｋ
職
場
の
代
表
格
で
も
あ
っ
た
金
型
製
造
工
場
。
株
式
会
社
フ
ジ
タ

で
は
、
古
く
て
小
規
模
の
金
型
企
業
で
も
、
２
Ｓ
か
ら
地
道
に
改
善
、
教
育
を
積
み

重
ね
、
整
理
・
整
頓
の
行
き
届
い
た
環
境
で
女
性
も
設
計
・
製
造
に
活
躍
す
る
職
場

を
実
現
し
て
い
ま
す
。
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
や
工
夫
を
取
締
役
会
長
の
梶
川
豊
司

さ
ん
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

会
長
自
ら
講
習
を
受
講
し
、
講
習
・
研
修
に
送
り
出
す
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取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
？

梶
川

　
取
り
組
み
は
、
今
の
社
長
が

始
め
ま
し
た
。
私
は
平
成
十
七
年
に

社
長
を
引
き
継
ぎ
、
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
や
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
な
ど
を

積
極
的
に
導
入
し
て
近
代
化
を
進
め

ま
し
た
が
、
古
参
の
職
人
も
多
く
、

暗
黙
知
や
職
人
気
質
の
壁
に
阻
ま
れ
、

改
善
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
悩
ん
で
い
た
と
き
に
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
が
発
生
し
、
業
績
も
大
き

く
落
ち
込
み
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に

私
は
会
長
に
退
き
、
先
代
の
次
女
で

あ
る
妻
が
社
長
に
就
き
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
団
塊
の
世
代
が
退
職
し

て
い
く
時
期
に
も
重
な
り
、
ト
ッ
プ

が
代
わ
る
こ
と
で
一
気
に
社
内
を
変

革
す
る
機
会
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
す
。

　
意
識
変
革
は
、
２
Ｓ
の
整
理
・
整

頓
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
当
社
の
建
物
は
、
昭
和
四
十
八
年

に
建
設
さ
れ
、
そ
の
後
二
度
ほ
ど
拡

張
し
て
き
ま
し
た
が
、
古
い
所
は
も

う
四
十
年
以
上
経
っ
て
い
ま
す
。
床

は
油
で
汚
れ
、
そ
こ
に
、
一
、二
年
は

使
っ
て
い
な
い
工
具
が
埃
を
か
ぶ
っ

て
い
る
と
い
う
状
態
で
し
た
。
し
か

も
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
と
き
に
自
分

に
合
う
工
具
を
買
っ
て
い
た
の
で
重

複
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
仕
様
も

管
理
場
所
も
バ
ラ
バ
ラ
で
し
た
。

　
ま
ず
、
従
業
員
全
員
で
、
捨
て
る

も
の
と
残
す
も
の
を
決
め
ま
し
た
。

一
年
以
上
使
っ
て
い
な
い
も
の
に
は

赤
、
半
年
〜
一
年
使
っ
て
い
な
い
も

の
に
は
黄
色
、
使
っ
て
い
る
も
の
に

は
青
の
テ
ー
プ
を
貼
り
ま
し
た
。
そ

れ
を
、半
年
に
一
度
行
い
、赤
の
テ
ー

プ
を
貼
っ
た
も
の
か
ら
捨
て
て
い
き

ま
し
た
。
こ
れ
で
、
き
れ
い
に
し
よ

う
と
い
う
意
識
が
芽
ば
え
ま
し
た
。

　
整
理
・
整
頓
し
て
場
所
が
空
く

と
、
今
ま
で
隠
れ
て
い
た
床
の
油
が

目
に
つ
い
て
き
ま
す
。
何
十
年
も
蓄

積
さ
れ
た
油
で
床
は
滑
り
、
危
険
で

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
終
業
前

の
五
時
十
分
か
ら
の
五
分
と
、
毎
週

末
終
業
前
五
時
か
ら
の
十
五
分
を
清

掃
の
時
間
と
決
め
、
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
最
初
の
う
ち
は
、
社

内
を
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
今
週
は

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
、
次
週
は
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

と
い
う
具
合
で
清
掃
し
て
い
き
ま
し

た
。
脱
脂
剤
を
見
つ
け
て
き
て
使
う

な
ど
、
み
ん
な
自
主
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
今
も
毎
週
末
に
は
通
路
を

ワ
ッ
ク
ス
で
磨
い
て
い
ま
す
。
古
く

て
も
安
全
な
職
場
環
境
を
つ
く
ろ
う

と
い
う
、
積
極
的
な
意
識
を
全
員
が

共
有
し
て
い
る
の
で
す
。

Ｑ
Ｃ
活
動
も
積
極
的
で
す
ね
。

梶
川

　
Ｑ
Ｃ
活
動
は
、
七
〜
八
人
を

一
班
と
す
る
二
班
が
、
当
初
は
三
カ

月
に
一
テ
ー
マ
、
現
在
は
六
カ
月
に
一

テ
ー
マ
を
目
標
に
そ
れ
ぞ
れ
二
週
間

に
一
度
集
ま
っ
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
サ
イ
ク
ル

を
回
し
て
い
ま
す
。
来
年
三
月
に
は
、

福
岡
町
工
場
協
会
の
小
集
団
活
動
発

表
大
会
で
発
表
す
る
つ
も
り
で
す
。

　
改
善
提
案
は
、
申
請
箱
に
前
も
っ

て
入
れ
て
も
ら
い
、
そ
れ
を
社
長
に

あ
げ
て
実
行
に
移
し
て
い
ま
す
。
そ

の
際
、社
長
が
必
ず
現
状
の
写
真
と
、

改
善
完
了
後
の
写
真
を
撮
る
よ
う

言
っ
て
い
ま
す
。
写
真
撮
影
を
定
着

化
す
る
こ
と
で
、
常
に
改
善
前
と
改

善
後
を
比
較
し
、
改
善
を
継
続
・
定

着
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
当
社
に
は
労
働
安
全
委
員
会
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
会
社
は
、「
社
員
に

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
安
心
し
て

働
け
る
環
境
を
提
供
し
ま
す
。」「
自

己
成
長
の
た
め
の
教
育
と
時
間
を
、

数
多
く
経
験
で
き
る
機
会
を
整
え
ま

す
。」
と
い
う
、「
社
員
に
対
す
る
基

本
姿
勢
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。
安

全
で
快
適
な
職
場
づ
く
り
を
進
め
、

従
業
員
満
足
度
を
高
め
た
い
と
い
う

姿
勢
を
表
明
し
た
も
の
で
す
。
会
社

設
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
今
年
は
、

豪
華
客
船
ア
ス
カ
Ⅱ
で
北
海
道
へ
の

社
員
旅
行
も
実
施
し
ま
し
た
。
従
業

員
た
ち
も
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え

て
技
術
を
磨
い
て
い
ま
す
。
働
い
て

よ
か
っ
た
と
思
え
る
職
場
づ
く
り
に

こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

    

　　　

H i s t o r y

昭和38年 藤田鉄工所創業。アルミサッシ
 プレス金型の製造を開始
昭和48年 本社工場を現在地に移転
昭和50年 株式会社フジタ鐵工所に改組
昭和58年 アルミホイール鋳造金型の製造
 を開始
平成元年 株式会社フジタに改称
平成22年 小集団活動・5S活動取組を開始

平成22年 富山県中小企業等省エネ設備
 導入促進モデル事業に認定
平成25年 「知的資産経営報告書2013」
 初版発行
 富山県中小企業「経営革新支
 援事業」に認定
平成26年 ISO9001認証取得
 第2工場取得

梶川豊司さん（取締役会長兼営業部長）

ロゴ入りの帽子なら、フジタの
社員とわかる（夏用はメッシュ）

社内外の活動も掲示して周知・共有

毎
日
終
業
前
五
分
と
、
毎
週
末
終
業
前
十
五
分
の
清
掃

通
路
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
も

「
社
員
に
対
す
る
基
本
姿
勢
」
を
宣
言

や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
と
安
心
し
て
働
け
る
環
境
を
提
供



4

行
政
だ
よ
り

協
会
ニ
ュ
ー
ス

協
会
ニ
ュ
ー
ス

協
会
ニ
ュ
ー
ス

協
会
ニ
ュ
ー
ス

平
成
二
十
六
年
度 

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
免
許
試
験

富
山
地
区
出
張
特
別
試
験
の
合
格
者
が
発
表

十
九
日
に
七
百
三
十
四
名
の
合
格
者

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
合
格
さ
れ
た
方
は
日
ご
ろ
の
努
力

が
実
を
結
ん
だ
も
の
で
す
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
去
る
八
月
三
日
、
富
山
地
区
出

張
特
別
試
験
が
富
山
大
学
で
実
施

さ
れ
、
衛
生
管
理
者
、
ボ
イ
ラ
ー

技
士
な
ど
十
三
種
類
の
試
験
に

一
千
三
百
十
八
名
が
挑
戦
。
八
月

とやま労基  第443号

■ 富山支部 　　アクティブファーマ㈱富山八尾工場

■ 高岡支部 　　㈲坂下工業　　㈲住空間　　　

■ 砺波支部 　　㈱ホクエツ北陸福光工場

■ 魚津支部 　　北陸機販サービス㈱

を紹介します！を紹介します！を紹介します！新規会員事業場会会会会会会会会会会員員員員員員員員員員事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業場場場場場場場場場場新新新新新新新新新新規規規規規規規規規規会会会会会会会会会会新規会員事業場
平成26年8～9月加入分（敬称略）

※合格者は、東京労働局へ免許申請をしていただくことになります。
　申請にあたってご不明な点があれば、富山労働局、各労働基準監督署に
　お問い合わせください。

第一種衛生管理者

第二種衛生管理者

揚貨装置運転士

ガス溶接作業主任者

林業架線作業主任者

エックス線作業主任者

潜水士

一級ボイラー技士

二級ボイラー技士

普通ボイラー溶接士

ボイラー整備士

クレーン・デリック運転士 (クレーン限定 )

移動式クレーン運転士

299

80

‒ 

26

5

17

24

38

120

2

35

74

14

734

53.6

52.6

‒ 

89.7

27.8

60.7

82.8

73.1

50.2

50.0

57.4

60.7

53.8

55.7

試験の種類 受験者数
(名)

合格率
(%)

計

■ 実施結果

新しい会員をご紹介ください

2014年4月1日～2015年3月31日 　

会員紹介キャンペーン 今なら、特別教育・一般教育の講習１名分の受講料無料！

一般社団法人 富山県労働基準協会

不明な点は、お気軽にお問い合わせください。 〔問い合わせ〕本部☎076-442-3966　管理部　中井まで

◆期　間　

会員の皆さんから紹介いただいた事業場が
加入された場合、特別教育・一般教育の講習
１名分の受講料が無料になります。

◆お申込み方法  　
当協会のホームページ会員紹介特典から、新規会員紹介用紙

をダウンロードし、必要事項をご記入後、ＦＡＸにてお申込

みください。ご紹介いただいた事業場から正式な入会申込書

が届き、専用の受講申込書を送付します。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
前
四
四
二
号
五
頁
特
別
講
演
「
果

て
し
な
き
挑
戦
〜
金
メ
ダ
ル
へ
の
道
〜
」

四
段
目
左
か
ら
五
行
目
「
最
後
の
平

行
棒
」
は
、「
最
後
の
鉄
棒
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



5

講 習 会 講 師 紹 介 玉掛け技能講習

　玉掛けはワイヤーロープやチェーンその他の玉

掛け用具を用いて、荷を安全な状態でつるために

行う荷かけおよび荷外しの作業です。

　玉掛け作業は、つり荷の質量ではなく、使用す

るクレーンや移動式クレーン等のつり上げ荷重に

よって就くことのできる資格が定められています。

■ 講師紹介

■ カリキュラム

下記講師ほか多数の講師陣にて担当しています。

担当
・玉掛け技能講習 実技
・床上操作式クレーン運転技能講習 実技
・ガス溶接技能講習 実技
・クレーン運転特別教育 実技
・アーク溶接等業務特別教育 実技
・自由研削といし取替試運転者特別教育 実技
・機械研削といし取替試運転者特別教育 実技

小島道夫 講師

担当
・玉掛け技能講習 実技
・床上操作式クレーン運転技能講習 実技
・クレーン運転特別教育 実技

眞岩信博 講師

担当
・玉掛け技能講習 実技
・床上操作式クレーン運転技能講習 実技
・クレーン運転特別教育 実技

座主坊邦彦 講師

担当
・玉掛け技能講習 実技
・床上操作式クレーン運転技能講習 実技
・クレーン運転特別教育 実技

山本秀見 講師

担当
・玉掛け技能講習 実技
・床上操作式クレーン運転技能講習 実技
・フォークリフト運転技能講習 実技
・クレーン運転特別教育 実技

上田弘明 講師

担当
・玉掛け技能講習 学科・実技
・床上操作式クレーン運転技能講習 学科・実技
・フォークリフト運転技能講習 実技
・クレーン運転特別教育 学科・実技

棚田茂男 講師

学科講習（２日間）

 １．クレーン等に関する知識【１時間】
 ２．クレーン等の玉掛けに必要な力学に関する知識【３時間】
 ３．クレーン等の玉掛けの方法【７時間】
 ４．関係法令【１時間】
 ５．修了試験【１時間】

講 習 会 講 師 紹 介

　玉掛け技能講習修了の資格がなければ、つり

上げ荷重が１トン以上のクレーン、デリック、移

動式クレーンの玉掛け業務に従事することがで

きません（労働安全衛生法第61条、同施行令第

20条第16号）。

実技講習（１日間）

 ６．クレーン等の運転のための合図【１時間】
 ７．クレーン等の玉掛け【６時間】
 ８．修了試験【２時間】
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①作業者は、ＣＮＣ旋盤を用いて、機械部品の加工

を行っていたが、設計値より１／ 100㎜大きく仕上

がった。

②作業者はそれを調整するため、軍手をはめた手に

サンドペーパーを持ち、　回転する機械部品に当て

て研磨していた。

③そのとき、軍手が回転する機械部品に引っ掛かり、

旋盤に巻き込まれて死亡した。

①サンドペーパーを手に持って、これを回転する加工

物に当てて研磨する作業を行ったこと。

②軍手を着用して回転する加工物を研磨する作業を

行ったこと。

①加工物を手で持ったサンドペーパーで研磨するとき

は、加工物を回転させるのではなく固定し、手で持っ

たサンドペーパーの方を動かして行うこと。

②旋盤にセットした機械部品が高速回転しているとき

は、作業時に軍手等手袋を使用しないこと。

　　手袋以外にも、作業服の袖が巻き込まれる恐れ

もあるので、作業服の袖もきちんと止める、タオル

等を首に巻いて作業しないなど巻き込まれない服

装をしなければならない。

１・発生状況

2・発生原因

3・防止対策

③作業者任せで作業を行わせていたこと。

　　作業方法、作業手順、作業時の禁止事項などの

定めがなく、作業者の判断で作業を行わせていた。

③機械を使って加工作業を行う場合には、機械の性

能、治具、安全装置等についてあらかじめ検討の

うえ、作業方法を決定し、作業手順書を作成して、

作業員に教育すること。

④巻き込まれたときに作業員がすぐに押せる位置に、

機械を緊急停止できる非常停止ボタンを設けるこ

とが望ましい。

「出典：厚生労働省　職場のあんぜんサイト」

災 害 事 例災 害 事 例
ＣＮＣ旋盤で機械部品を加工中、
軍手が機械部品に引っ掛かり、巻き込まれる

■ 業　　種　　機械部品加工業

■ 被災程度　　死亡
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来
年
三
月
の
北
陸
新
幹
線
開
業

に
向
け
て
富
山
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
を

も
っ
と
呼
び
込
も
う
と
い
う
動
き

が
盛
ん
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の

富
山
の
魅
力
は
何
か
と
い
う
こ
と

が
、
い
つ
も
話
題
に
な
る
。
立
山

の
自
然
や
ブ
リ
や
甘
エ
ビ
と
い
っ

た
海
産
物
が
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
。

こ
れ
ら
以
外
に
も
国
宝
瑞
龍
寺
の

よ
う
な
文
化
遺
産
や
、
お
わ
ら
祭

り
な
ど
の
伝
統
行
事
な
ど
結
構
あ

る
こ
と
に
改
め
て
驚
か
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
割
に
首
都

圏
で
の
知
名
度
は
、
ま
だ
十
分
で

は
な
い
と
多
く
の
人
が
感
じ
て
い

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
日
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
を
見

て
い
た
ら
ユ
ニ
ー
ク
な
旅
行
企
画

を
紹
介
し
て
い
た
。
そ
の
企
画
は
、

バ
ス
で
北
海
道
内
の
道
の
駅
を
巡

る
と
い
う
も
の
で
こ
れ
が
意
外
と

人
気
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
道
の

駅
一
か
所
だ
け
で
あ
っ
た
ら
、
そ

れ
程
魅
力
は
な
く
て
も
、
複
数
の

道
の
駅
を
一
日
か
け
て
回
り
、
加

え
て
地
元
の
珍
し
い
食
も
楽
し
め

る
と
い
う
理
由
で
好
評
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
な
ど
は
、
旅

行
に
お
い
て
組
み
合
わ
せ
が
、
い

か
に
大
切
で
あ
る
か
を
よ
く
表

し
て
い
る
。
東
京
の
は
と
バ
ス
も

同
じ
よ
う
な
事
例
か
も
し
れ
な

い
。
一
時
期
は
と
バ
ス
も
利
用
者

が
減
っ
て
経
営
が
大
変
な
時
期
が

あ
っ
た
が
、
工
場
の
夜
景
と
食
事

を
セ
ッ
ト
に
し
た
ツ
ア
ー
の
よ
う

な
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
を
次
か
ら
次

へ
と
出
し
た
こ
と
で
、
今
で
は
東

京
観
光
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
か
ら
分
か
る

こ
と
は
、
観
光
で
あ
っ
て
も
テ
ー

マ
や
ス
ト
ー
リ
ー
と
い
っ
た
も
の

を
持
っ
て
、
点
で
は
な
く
て
面
と

し
て
行
先
を
組
み
合
わ
せ
た
ほ
う

が
、
よ
り
魅
力
的
に
な
り
満
足
度

も
高
ま
る
と
い
う
こ
と
だ
。
高
齢

化
社
会
で
は
、
人
々
は
量
よ
り
も

質
を
求
め
る
。
あ
り
き
た
り
の
も

の
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と
レ
ア
な

も
の
、
友
人
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

な
ど
に
載
せ
て
自
慢
で
き
る
も
の

に
価
値
を
見
出
す
。
富
山
の
魅
力

に
つ
い
て
も
、
改
め
て
そ
ん
な
視

点
で
見
直
し
て
み
る
と
案
外
も
っ

と
色
々
な
発
見
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
。

　
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
今

ち
ょ
う
ど
私
の
地
元
の
福
岡
町
で

は
、
野
菜
を
用
い
て
人
形
な
ど
を

作
り
町
内
の
各
所
で
飾
り
、
五
穀

豊
穣
を
願
う
「
つ
く
り
も
ん
祭
り
」

が
行
わ
れ
て
い
る
。
毎
年
多
く
の

観
光
客
の
方
々
が
こ
の
祭
り
を
見

に
来
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
、
ど
の

よ
う
な
仕
掛
け
を
す
れ
ば
東
京
か

ら
も
来
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
か
と

考
え
な
が
ら
見
て
回
っ
た
。

トータルサポート印刷

新　　響　　社有限
会社

TEL（076）425-2552　FAX（076）425-5006
〒939-8093　富山市大泉東町２丁目14-14

E-mail : sinkyo@poem.ocn.ne.jp

printing

つくりもん祭り

富山の魅力富山の魅力

富山支部長　河 本 浩 一

エ ッ セ ー 4
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協
会
ニ
ュ
ー
ス

＊
年
末
年
始
無
災
害
運
動
の
啓
発
用
ポ
ス
タ
ー
、

　
関
連
用
品
の
お
申
し
込
み
は
、

（
一
社
）
富
山
県
労
働
基
準
協
会
各
支
部
へ
ど
う
ぞ
！

安
全
の
足
並
み
揃
え
て
　
手
を
抜
か
ず

年
末
年
始
も
ゼ
ロ
災
害

年
末
年
始
無
災
害
運
動

年
末
年
始
無
災
害
運
動

標
語

第
四
十
四
回

第
四
十
四
回

2014 12/15
～2015 1/15
2014 12/15
～2015 1/15

　
年
末
年
始
は
何
か
と
あ
わ
た
だ
し
く
、
生
活
の
リ
ズ
ム
も
変
わ

り
や
す
く
、
と
く
に
、
大
掃
除
や
機
械
設
備
の
保
守
点
検
・
始
動
等
、

非
定
常
作
業
が
多
く
な
り
ま
す
。
各
事
業
場
、
職
場
で
は
、
災
害

防
止
の
た
め
に
特
別
に
配
慮
が
必
要
な
時
期
で
す
。

　
年
末
年
始
無
災
害
運
動
は
、
働
く
人
た
ち
が
年
末
年
始
を
無
事

故
で
過
ご
し
、
明
る
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
と
い

う
趣
旨
で
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
（
中
災
防
）
が
主
唱
し
、
本

年
で
四
十
四
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　
当
協
会
で
も
、
中
災
防
の
安
全
衛
生
教
育
用
の
図
書
・
テ
キ
ス

ト
、
啓
発
用
の
ポ
ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
・
小
冊
子
な
ど
各
種
取
り
扱
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

▲

無
災
害
で
い
こ
う
の
ぼ
り

就業規則の作成・見直し講座

職場ルールを作って、労働者に知らせて、
トラブルが起きない会社をつくりましょう !!

　職場のトラブルで、役所への相談が増えています。

経営者も労働者も人ですから、お互いに不平、不満

があるでしょう。

　しかし、社会的に通用する職場ルールがあれば、

お互いにそれに則った行動をすることによって、ト

ラブルが起きても、短い時間で解決することができ

ます。

　職場ルールは、経営者にとっては、労働者に働い

てもらうときに提示する条件であり、労働者にとっ

ては、それに違反しなければ身分が保証されるもの

となります。

　また、時代に合った職場ルールとなっていますか？

　社会的に通用する職場のルールは、時代とともに

変わります。

　古い職場ルールのままになっていませんか？

※申込書に記入のうえ、FAXしてください。申込書は基準協会ホームページより取り出せます。

・就業規則の作成・見直しのポイントを教える講座です。

・1回2日間の講座です。同一内容で3回開催します。

講座内容

会員　5,400円    非会員　6,480円（税込）
受講料

（一社）富山県労働基準協会（富山県安全衛生教育センター）
富山市金屋767-30    TEL：076-442-3966　FAX：076-442-39927

開催場所・問い合わせ

日時・定員

第1日目　　
採用、異動、服務規律、労働時間、休憩時間、休日、休暇など
第2日目　　
育児・介護休業、賃金、退職金、休職・復職、退職、解雇、懲戒など

実施日時

第1回

第2回

第3回

1日目
2日目
1日目
2日目
1日目
2日目

平成27年 1月23日（金）
1月30日（金）
2月18日（水）
2月25日（水）
3月19日（木）
3月26日（木）

定員

13:30～16:30 各回30名
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あなたのスキル・経験を
生かしてみませんか!!

高校の工学系学科卒等で床上操作式クレーン運
転経験5年以上

勤務時間 8:00～17：00
  （昼休み１時間）
   月  3～4日以上
年  齢 40～63歳
謝  金 1日18，000円
  （通勤費は実費を別途支給）

◎床上操作式クレーン

■勤務条件

高校の工学系学科卒等で移動式クレーン運転経
験3年以上

◎小型移動式クレーン

高校の工学系学科卒等でガス溶接等経験5年以上
◎ガス溶接

高校の工学系学科卒等でフォーク運転経験3年以上
◎フォークリフト

高校の工学系学科卒等で高所運転経験3年以上

◎高所作業車

高校の工学系学科卒等で玉掛け業務経験5年以上

◎玉掛け

技
能
講
習
講
師
要
件

講師募集 !!
講師募集 !!
講師募集 !!

経営者、家族従事者でも
労災保険に加入できます！
経営者、家族従事者でも
労災保険に加入できます！

 従業員は仕事中にケガをすれば、労災保険
で治療費や休業補償費が支給されるのに、
従業員と同じような仕事をしている経営者、
家族従事者に国の補償はないのですか？

※詳細は、協会までお問合せください。
 【お問い合わせ】(一社)富山県労働基準協会(本部) 

 TEL 076-442-3966   
 担当：大江、杉田

Q

 大丈夫です。協会の会員となり、労働保険
事務組合に加入すれば、労災保険の適用を
受けることができます。

A

Q

A

 さらに、協会会員特典として、

が受けられます。

休業４日以上の労働災害が発生した場合に限り

①事業場に出向き

②労働者死傷病報告の作成指導

③労災請求書の作成指導

④災害再発防止対策の提案

会員のみなさまは
ぜひご活用ください。

さまなさみなのみの なさまはのみの まののみなみなさなさ会会会会 ははははなさ

我
が
社
の
安
全
衛
生
管
理

ホームページに

会員限定サイト新設 !
ホームページに

会員限定サイト新設 !
会員は限定サイトで「ミドリ安全」の
製品を特別価格で購入できます！

会員限定サイトへの
ログインには、
IDとパスワードが必要です。

トップページの「ミドリ安全」の
バナー広告をクリックしてログインすると、
安全衛生用品が特別価格で購入できます。

toyama（半角英字）
kijun（半角英字）

I  D

パスワード

I  D

パスワード
cc002194（半角英数字）

※ＩＤとパスワードは同じです

会員のみなさまは
ぜひご活用ください。
会員のみなさまは
ぜひご活用ください。

会員限定サイトへの
ログインには、
IDとパスワードが必要です

toyama（半角英字）
kijun（半角英字）

I  D

パスワード

会員限定サイトには

◎ 特別・一般教育講習の先行講習申込み（10月開催講習より）
◎ とやま労基
◎ ビデオ貸出
◎ 法律等改正情報　等があります
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当
社
に
お
け
る
冬
期
間
の
災
害

の
多
く
が
歩
行
中
の
転
倒
災
害
と

運
転
中
の
ス
リ
ッ
プ
災
害
で
す
。
と

く
に
転
倒
災
害
は
重
傷
に
い
た
る

割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

転
倒
災
害
防
止

①
注
意
喚
起
　
降
雪
前
に
転
倒
災

害
防
止
依
頼
を
災
害
事
例
や
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
各
職
場
へ
発

信
し
、
周
知
意
識
付
け
し
ま
す
。

②
知
識
教
育
　
中
災
防
主
催
の
「
転

び
の
予
防
セ
ミ
ナ
ー
」を
受
講
し
、

受
講
者
は
そ
の
内
容
を
職
場
内

周
知
し
ま
す
。
ま
た
、
転
倒
災

害
事
例
の
職
場
討
議
を
行
い
原

因
や
対
策
に
つ
い
て
再
認
識
し
た

り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
読
み
合
わ

せ
に
よ
り
転
倒
の
多
い
日
・
転
倒

し
や
す
い
場
所
・
雪
道
の
歩
き
方
・

不
安
全
な
行
動
等
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
て
い
ま
す
。

③
設
備
対
策
　
職
場
内
の
転
倒
危

険
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
対
策
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
転
倒
リ
ス

ク
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

④
歩
い
て
各
家
庭
を
回
る
委
託
検

針
員
と
、
委
託
集
金
員
は
転
倒

災
害
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま

す
。
両
者
に
対
し
て
は
、「
冬
場

の
歩
き
方
（
転
ば
な
い
コ
ツ
十
二

カ
条
）」
の
周
知
、
気
象
状
況
に

応
じ
た
注
意
喚
起
メ
ー
ル
の
発

信
に
よ
る
情
報
共
有
、
応
援
者

へ
の
危
険
情
報
の
確
実
な
引
継

ぎ
等
を
行
う
こ
と
で
災
害
の
未

然
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ス
リ
ッ
プ
災
害
防
止

①
交
通
体
験
型
訓
練

　
降
雪
前
に

自
動
車
学
校
で
ス
キ
ッ
ド
体
験

を
行
う
。
ス
キ
ッ
ド
コ
ー
ス
で

の
制
動
距
離
確
認
、
急
ハ
ン
ド

ル
ス
リ
ッ
プ
体
験
、
運
転
技
能

観
察
等
に
よ
り
危
険
運
転
の
体

感
や
自
分
の
運
転
癖
を
知
る
こ

と
で
冬
道
の
運
転
に
備
え
て
い

ま
す
。

　
　
当
支
店
は
「
安
全
と
健
康
を
最

　
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
例
年
、
積
雪
に
よ
る
路
面
凍
結
・
転
倒

な
ど
で
思
い
が
け
な
い
災
害
が
発
生
し
ま
す
。
各
社
に
冬
の
災
害
防
止
の
取
り

組
み
を
聞
き
ま
し
た
。

北
陸
電
力
株
式
会
社
　
富
山
支
店

１

事務所内・周辺の転倒危険箇所チェック

冬道の歩き方（転ばないコツ 12カ条！）

優
先
に
す
る
」
と
の
基
本
的
考
え

に
も
と
づ
き
、
す
べ
て
の
災
害
の

発
生
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

① 帽子、マフラー、手袋の着用がお勧め！
　（いざ転んだ時のために衝撃吸収、切り傷・擦り傷防止）

② ポケットに手を入れて歩くな！
　（体のバランスは腕でとっている）

③ なるべく両手を開けておく！
　（両手に荷物を持って転ぶ人が多い）

④ 滑りやすいところでは、基本的に小さな歩幅で！
　（重心移動が大きいと転びやすい )

⑤ 靴の裏全体をつけて、ゆっくりと歩く！
　（接地面が大きくなり安定性が増す )

⑥ 凍った所では、他のものに気を取られて歩くな！
　（歩行に集中すること）

⑦ 止まる時は足を前後にし、両足を揃えるな！
　（バランスを崩して転びやすい）

⑧ ツルツル路面に対して過度に不安や恐怖を抱くな！
　（ビクビクしながら歩くとかえって転びやすい）

⑨ 信号が変わりそうな時は、ひとつ待て！
　（心にゆとりを持て！　慌てると転びやすい）

⑩ 交差点での渡り始めと渡り終わりの場所（歩道と車道の境目）および交差
点中央部の自動車の排気熱とタイヤで磨かれた場所は特に気を抜くな！

　（最初と終わりが肝心）

⑪ 靴の性能や自分の運動神経を過信するな！
　（すべらない靴はない。年齢と共に運動能力は低下する）

⑫ 日頃の運動が大切！
　（筋肉の伸縮と柔軟性をつける）

冬
の
災
害
防
止
対
策

冬
の
災
害
防
止
対
策

冬
の
災
害
防
止
対
策

聞きました！!聞きました！!

チェック項目 対　策　例
  【事務所内】

□通路が常に濡れている、油等で滑りやすい 水、油をこぼした場合はすぐに拭き取る
すぐ拭き取れない場合は立入禁止とする 等

□通路に小さな段差（5mm程度以上）があるが、
段差が見えにくい

ミニスロープを設ける
段差に目立つ色のテープを貼る、段差部の床
面の色を変える
照明を追加して段差を目立たせる 等

□ドアの敷居、レールによる大きな段差がある 床埋め込み型レールへの変更
前後へのミニスロープ設置 等

□フロアマットが滑って動く 滑り止めテープを貼る
ゴム等滑りにくい素材のマットにす 等

□フロアマットが畳まれている、丸めてある 工事等一時的な場合には、立入禁止にする
必要な大きさの小さなマットにする

□通路に物が置いたままになっている 他に置き場所を確保し、整理・整頓の実施 等

□ホワイトボードの脚等が通路にはみ出している 他に置き場所を確保し、整理・整頓の実施 等

□通路を電源等のコードが横切っている 通路を横切らない箇所での電源の確保
床用モール、ケーブルマットにコードを通す 等

□階段の段が見えにくい（色、明るさ、進路方向
に暗い影ができる等）

照明の追加
階段角を目立つ色にする 等

□階段の段差が途中で変わる 段差の変わる箇所の色を変える
段差の修正 等

  【事業所周り】
□通路上に水が溜まり、凍結して滑りやすい（くぼ
み、区画線の囲みで雨、融雪の水が溜まる等）

排水用の切り欠きを設ける
くぼみをなくす 等

□通路上に雪が融け残りやすく、凍結して滑りやすい 消雪装置の設置
除雪当番を決め小まめな除雪 等

□出入口に石・タイルが敷かれており、雨等で濡
れると滑りやすい

滑り止めのマットの設置
滑りにくい素材への変更 等

□通路にグレーチングの箇所があり、雨等で濡れ
ると滑りやすい 滑り止めテープの貼り付け 等

□人が渡る側溝等にふたが無い ふたの設置 等

□通路が木の根などで盛り上がっている 迂回路の確保
道路の補修、障害物の除去 等
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転
倒
災
害
防
止

①
赤
外
線
セ
ン
サ
ー
音
声
案
内
機

に
あ
ら
か
じ
め
録
音
し
て
お
い

た
注
意
事
項
を
、
人
が
接
近
し

た
時
に
、
音
声
で
危
険
状
態
を

案
内
す
る
。（
本
社
の
一
事
業
場
、

八
工
場
に
展
開
）

（
音
声
案
内
の
内
容
）

　「
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ケ
手
は
止
め
、
足
元
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
ポ
ケ
手
は
止
め
、
足
元
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。」（
十
秒
間
）

②
凍
結
路
面
に
む
し
ろ
を
敷
く
。

　
冬
場
、
と
く
に
早
朝
は
「
路
面

凍
結
」
に
よ
る
転
倒
災
害
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
過
去
の
災
害

を
み
る
と
、
人
の
行
動
に
強
く
起

因
す
る
も
の
や
、
安
全
対
策
の
不

備
に
起
因
す
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
が
必
要
で
す
。

　
人
に
起
因
す
る
災
害
で
は
、
社

員
へ
の
啓
蒙
策
と
し
て
「
雪
道
の

三
協
立
山
株
式
会
社

2

Ｙ
Ｋ
Ｋ
株
式
会
社
　
黒
部
事
業
所

3

③
凍
結
路
面
や
勾
配
の
あ
る
路
面
に

塩
化
カ
ル
シ
ウ
ム
を
撒
く
。

寒
さ
対
策

①
工
場
は
出
入
口
が
多
く
、
そ
の
周

辺
で
作
業
を
し
て
い
る
人
の
冬

場
の
寒
さ
の
配
慮
と
し
て
、
高

速
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
設
置

し
た
。

②
工
場
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
に
は

熱
源
が
な
い
の
で
、
冷
気
を
遮

断
す
る
た
め
ジ
グ
ソ
ー
タ
イ
プ

の
ク
ッ
シ
ョ
ン
材
マ
ッ
ト
を
床

に
張
り
つ
め
た
。
…
…
ひ
ざ
痛

に
も
効
能
あ
り
。

③
「
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
」
の
支
給

現
場
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
カ

イ
ロ
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

④
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ヒ
ー
タ
ー
を
ス
ポ
ッ

ト
的
に
設
置

⑤
防
寒
具
の
支
給

（
射
水
工
場
）

歩
き
方
」
と
い
っ
た
勉
強
会
の
開

催
、
注
意
喚
起
表
示
の
掲
出
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
、
駐

車
場
の
入
口
に
気
温
が
表
示
さ
れ

る
電
光
掲
示
盤
を
設
置
し
ま
し
た
。

寒
さ
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、「
路

面
凍
結
・
歩
行
注
意
・
転
倒
防
止
」

と
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
ハ
ー
ド
対
策
で
は
、
融
雪
剤
の

散
布
を
は
じ
め
、
融
雪
マ
ッ
ト
の
設

置
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
施
工

な
ど
、
状
況
を
考
慮
し
た
対
策
の

実
施
に
努
め
て
い
ま
す
。

※
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
融
雪

マ
ッ
ト
は
電
熱
線
を
利
用
し
て
い
る
。

赤外線センサー音声案内機
トークナビ（ミドリ安全の製品）

傾斜部のロードヒーティング

駐車場付近の温度表示盤

冬期間の融雪マットの設置
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全
国
労
働
衛
生
週
間
説
明
会
を
開
催

　
九
月
十
日
、
婦
中
ふ
れ
あ
い
館
に

て
約
四
百
名
が
参
加
し
、
全
国
労
働

衛
生
週
間
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
北
河
富
山
労
働
基
準
監
督
署
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
河
信
一
郎

地
方
労
働
衛
生
専
門
官
が
「
全
国
労

働
衛
生
期
間
中
の
実
施
事
項
と
改
正

労
働
安
全
衛
生
法
に
つ
い
て
」
説
明

さ
れ
、「
み
ん
な
で
進
め
る
職
場
の

改
善
　
心
と
か
ら
だ
の
健
康
管
理
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
労
働
者
自
身
や

管
理
監
督
者
、
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

が
一
丸
と
な
っ
て
健
康
管
理
を
進
め

る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
特
別
講
演
で
は
雨
晴
ク
リ
ニ
ッ
ク

副
院
長
の
坪
田
聡
氏
が
「
睡
眠
か
ら

ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

ケ
ア
」
と
題
し
て
講
演
。
具
体
的
な

デ
ー
タ
を
基
に
自
殺
と
う
つ
病
の
関

連
や
、
う
つ
病
と
睡
眠
と
の
関
連
な

全
国
労
働
衛
生
週
間
説
明
会
を
開
催

　
九
月
三
日
、
高
岡
文
化
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
会
員
事
業
場
一
九
一
名
の

参
加
を
得
て
全
国
労
働
衛
生
週
間

説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
市
井
高
岡
労
働
基
準
監

督
署
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
成
田

第
二
方
面
主
任
監
督
官
よ
り
週
間
中

に
取
り
組
む
「
心
の
健
康
管
理
」
の

四
つ
の
ケ
ア
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、

富
山
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

や
、
高
岡
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

の
産
業
医
等
に
よ
る
窓
口
・
訪
問
相

談
（
無
料
）
の
活
用
を
呼
び
か
け
ら

れ
ま
し
た
。

勤
労
者
健
康
増
進
活
動

　
　
　 

〜
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
〜

　
九
月
五
日
、
海
老
坂
ガ
ー
デ
ン

ス
カ
イ
ボ
ウ
ル
に
お
い
て
、
第
三
十

回
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。会
員
事
業
場
か
ら
十
五
チ
ー
ム
、

六
十
名
が
参
加
し
、
地
蔵
繁
樹
支
部

長
の
代
理
で
永
川
昌
之
支
部
長
代
行

に
よ
る
始
球
式
の
後
、
盛
大
に
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

◇
団
体
の
部
　
優
勝

　
協
同
ア
ル
ミ
㈱
チ
ー
ム

　
柳
瀬
信
治
さ
ん
・
山
村
靖
司
さ
ん

　
角
波
瑞
穂
さ
ん
・
竹
田
寿
幸
さ
ん

◇
個
人
の
部
　
優
勝

　
協
同
ア
ル
ミ
㈱
　
柳
瀬
信
治
さ
ん

優
良
事
業
場
安
全
交
流
会
開
催

　
　
　
　
　
〜
安
全
部
会
活
動
〜

　
九
月
十
二
日
、
三
協
立
山
㈱
佐
加

野
工
場
に
お
い
て
、
安
全
部
会
（
部

会
長
・
ア
イ
シ
ン
軽
金
属
㈱
横
田
佳

之
氏
）
が
主
催
す
る
優
良
事
業
場
安

全
交
流
会
を
開
催
し
、　
高
岡
労
働

基
準
監
督
署
成
田
第
二
方
面
主
任
監

督
官
、
安
全
部
会
委
員
と
懇
談
し
ま

し
た
。

　
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
活
動
お
よ

び
安
全
教
育
等
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
品
質
面
で

の
ポ
カ
ヨ
ケ
対
策
、
製
品
や
台
車
等

の
定
置
化
が
徹
底
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
大
き
な
台
車
が
多
く
、
そ
の
腰
痛

防
止
対
策
に
つ
い
て
も
、
台
車
の
定

期
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
実
施
す
る

こ
と
で
ス
ム
ー
ズ
な
操
作
が
で
き
る

よ
う
工
夫
し
て
い
る
事
例
が
報
告
さ

れ
た
。
有
意
義
な
交
流
会
で
し
た
。

協
会
ニ
ュ
ー
ス

ど
が
示
さ
れ
、
睡
眠
が
い
か
に
大
事

か
、
ま
た
、
そ
の
睡
眠
の
質
を
良
く

す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
を
三
十
の

具
体
例
を
挙
げ
、
わ
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
富
山
産
業
保
健
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
副
所
長
の
松
平
光
永
氏

か
ら
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
支
援
」

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

協同アルミ㈱チームのみなさん

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

富
山

支
部

高
岡

支
部

全
国
労
働
衛
生
週
間
説
明
会
を
開
催
、

労
働
衛
生
管
理
研
修
会
へ
の
参
加
を

全
国
労
働
衛
生
週
間
説
明
会

勤
労
者
健
康
増
進
活
動

優
良
事
業
場
安
全
交
流
会
を
開
催

開催日 時　間 会　場

安全優良
事業所見学会

11月27～28日 終日 村田機械㈱加賀工場、
㈱UACJ 福井工場

開催日 時　間 会　場

衛生管理者等
研修会 11月13日（金） 午後 2～ 4時 高岡市生涯学習センター

（ウイングウイング4Ｆ）

■今後の行事予定
【普及指導事業】

【部会活動】

■ 

行
事
の
ご
案
内

衛
生
管
理
者
、
衛
生
推
進
者
の
み

な
さ
ん
の
研
さ
ん
の
機
会
と
し
て
、

次
の
と
お
り
労
働
衛
生
管
理
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時

：

十
一
月
二
十
五
日
（
火
）

　
　
　
午
後
二
時
〜
四
時

場
所

：

富
山
市
婦
中
ふ
れ
あ
い
館

　

　
　
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

内
容

：

①
改
正
労
働
安
全
衛
生
法
に
つ
い
て

②
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
の
防

止
に
つ
い
て

③
受
動
喫
煙
防
止
対
策
に
つ
い
て

 

※
参
加
費
無
料
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支
部
だ
よ
り

来
季
に
向
け
て
思
案
中
、

講
習
会
事
業
の
正
念
場

　
平
成
二
十
六
年
度
の
魚
津
支
部
の

講
習
会
事
業
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
は

技
能
系
講
習
の
参
加
者
増
に
よ
り
、

計
画
を
上
回
る
状
況
で
推
移
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
十
一
月
以
降
は
毎
年
、

学
科
系
の
講
習
が
多
く
、
ま
た
特
定

分
野
に
限
定
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
た

め
、
受
講
者
数
が
伸
び
悩
む
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
協
会
事
業
は
、
会
員

事
業
場
の
み
な
さ
ん
の
必
要
に
応
じ

て
、
し
か
も
で
き
る
だ
け
受
講
し
や

す
い
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
使
命

で
す
の
で
、
こ
こ
が
思
案
の
し
ど
こ

ろ
と
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
次
年
度
の
講
習
会
事
業

計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
会

員
事
業
場
の
ご
要
望
を
踏
ま
え
、
行

政
の
動
向
や
法
整
備
お
よ
び
開
催
時

期
・
会
場
な
ど
を
考
慮
し
、
計
画
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

交
流
の
更
な
る
促
進
に
向
け
て
　

　
安
全
衛
生
活
動
の
推
進
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
困
難
が
つ
き
も
の
で
す
。

と
く
に
担
当
者
の
方
々
は
、
関
係
法

令
の
把
握
か
ら
事
業
内
活
動
の
企

画
・
立
案
・
実
施
な
ど
、
多
方
面

に
わ
た
っ
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
何
か
お
困
り
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
魚
津
支
部
で
は
、
役
員
会
の
定
期

開
催
、
支
部
全
体
協
議
会
、
魚
津

地
区
安
全
衛
生
大
会
、
各
地
区
の
安

全
衛
生
活
動
の
実
施
な
ど
を
と
お
し

て
、
安
全
衛
生
担
当
者
へ
の
情
報
と

　
十
月
の
全
国
労
働
衛
生
週
間
に
関

連
し
た
諸
行
事
を
皮
切
り
に
年
度
後

半
に
向
け
て
安
全
衛
生
関
連
の
活
動

が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

 
 

 

一
．
全
国
労
働
衛
生
週
間

①
全
国
労
働
衛
生
週
間
説
明
会 

　
九
月
四
日
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や

べ
「
セ
レ
ナ
ホ
ー
ル
」
に
て
会
員
事

業
所
、
各
災
防
団
体
二
百
十
四
名
の

出
席
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
説

明
会
内
容
は
次
の
と
お
り
。

・
平
成
二
十
六
年
度
全
国
労
働
衛
生

週
間
実
施
要
項
等
に
つ
い
て 

砺
波
労
働
基
準
監
督
署

・
砺
波
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て  

 

　
砺
波
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

・
働
き
盛
り
世
代
の
が
ん
対
策
に
つ

い
て 

 
 

　
富
山
県
砺
波
厚
生
セ
ン
タ
ー

・
特
別
講
演
「
上
司
と
部
下
の
心
理

学
」
坂
本
美
奈
子
氏

②
衛
生
管
理
者
な
ど
優
良
衛
生
管

理
ス
タ
ッ
フ
の
表
彰
式 

 

（
労
働
基
準
協
会
砺
波
支
部
表
彰
） 

　
十
月
七
日
、
砺
波
労
働
基
準
監

督
署
内
に
て
砺
波
地
域
の
会
員
事

業
所
に
お
い
て
長
年
労
働
衛
生
管

理
者
ま
た
は
管
理
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
を

表
彰
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

  

・
日
の
出
屋
製
菓
産
業
㈱

　 

前
田
博
子
氏

・
㈲
松
田
電
機
店 

  

犀
川
謹
司
氏

  

・
三
光
合
成
㈱
技
術
本
部

 

山
田
実
恵
氏

  

・
ケ
ー
シ
ー
ア
イ
・
ワ
ー
プ
ニ
ッ
ト
㈱

緒
方
ゆ
か
り
氏

 

二
．
行
事
予
定

①
優
良
安
全
衛
生
事
業
所
見
学
会 

　
時
期

：

十
二
月
三
日 

 

　
参
加
人
員

：

三
十
名
程
度 

②
衛
生
部
会
活
動
（
安
全
部
会
と
共

催
）「
安
全
・
衛
生
保
護
具
に
関

す
る
講
習
会
」

　
時
期

：

平
成
二
十
七
年
二
月 

 
 

 

三
．
会
議
等 

　
支
部
専
門
委
員
会
（
総
務
・
事
業
・

安
全
）

　
開
催
日

：

十
一
月
六
・
七
日

交
流
の
場
の
創
出
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
必
ず
お
役
に
立
ち
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
十
一
月
二
十
七
〜
二
十
八

日
に
優
良
事
業
所
見
学
会
を
企
画
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

優良衛生管理スタッフの表彰式

１：フォークリフト運転技能講習
２：リスクアセスメント担当者研修
３：第２回支部役員会
４：衛生週間説明会
       （熱心に聞き入る参加者）

１

２

３

４

魚
津

支
部

砺
波

支
部

全
国
労
働
衛
生
週
間
を
皮
切
り
に

平
成
二
十
六
年
度
後
半
の
活
動
始
ま
る

各
種
行
事
等
を
有
効
に
活
用
し
、

自
社
の
活
動
に
活
か
す
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の
か
を
痛
感
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
川

上
に
位
置
す
る
予
防
医
学
や
産
業
医

の
活
動
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
す
。
川
下
の
詰
ま
っ
た

血
管
を
治
療
す
る
よ
り
は
、
詰
ま
る

前
に
予
防
す
る
方
が
い
い
と
思
っ
た

わ
け
で
す
（
笑
）。

　
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
偶
然
受
け

も
っ
た
県
内
の
某
社
工
場
の
取
り
組

み
姿
勢
で
し
た
。
当
時
、
工
場
が
立

ち
上
が
っ
た
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、

安
全
衛
生
活
動
に
つ
い
て
は
、
本
社

か
ら
徹
底
し
た
指
導
が
な
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
従
業
員
を
第
一
に
考
え
て

解
決
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が
徹
底
し

て
い
た
ん
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
残
業
さ

せ
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
当
時
か
ら
徹
底

し
て
い
ま
し
た
。
産
業
保
健
師
の
採

用
後
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

は
や
り
ま
し
た
が
、
同
社
で
も
一
人

熱
が
あ
る
と
い
っ
て
休
み
ま
し
た
。

保
健
師
か
ら
の
連
絡
で
僕
も
対
応
し

ま
し
た
が
、
会
社
は
、
そ
の
時
点
で

予
防
医
学
は
川
上
の
仕
事

　
産
業
医
の
資
格
を
取
っ
た
の
は
、

開
業
を
意
識
し
た
か
ら
で
す
。
と
言

う
の
も
、
私
の
元
の
専
門
は
心
臓
外

科
医
で
す
。
病
院
勤
務
時
代
は
、
あ

ま
り
に
も
忙
し
く
て
病
院
か
ら
出

る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
開
業
し
た
ら
、
地
域
に
か

か
わ
る
こ
と
で
、
役
に
た
ち
た
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
産
業
医
と
し

て
活
動
を
始
め
て
み
る
と
、
予
防
医

学
と
は
無
縁
だ
と
思
っ
て
い
た
心
臓

外
科
は
、
生
活
習
慣
病
の
最
終
の
病

気
を
対
象
と
し
、
自
分
が
い
か
に
生

活
習
慣
病
と
い
う
川
の
下
流
に
い
た

も
う
、
複
数
出
た
ら
休
業
す
る
方
向

で
動
い
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
、
産
業

保
健
師
の
努
力
も
あ
っ
て
、
僕
が
行

く
と
自
然
に
従
業
員
の
人
が
雑
談
に

訪
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
も
で
き
て
い

ま
す
。
す
る
と
、
安
全
衛
生
の
質
も

い
っ
そ
う
上
が
る
ん
で
す
ね
。

小
さ
な
企
業
に
も
労
働
安

全
衛
生
の
恩
恵
を

　
僕
と
し
て
は
、
報
酬
を
も
ら
っ
て

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
な
も

の
で
す
が
、
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が

そ
の
後
と
て
も
役
立
ち
ま
し
た
ね
。

　
一
つ
は
、
会
社
の
体
制
が
進
ん
で
い

る
の
に
産
業
医
と
し
て
の
自
分
の
実

力
が
足
り
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
の

で
す（
笑
）。
そ
こ
で
、
労
働
衛
生
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
（
労
働
衛
生
工
学
）
の

資
格
取
得
を
め
ざ
し
て
勉
強
し
ま
し

た
。
諸
先
輩
方
、
と
く
に
、
藤
澤
貞

志
先
生
（
富
山
県
産
業
医
会
会
長
）

や
小
早
川
忠
行
先
生
（
日
本
労
働
安

全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
富
山
県

支
部
長
）
に
指
導
を
受
け
、
ま
ず
保

健
衛
生
、
次
に
作
業
環
境
測
定
士
第

二
種
、
そ
し
て
最
後
に
労
働
衛
生
工

学
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
、
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な

事
業
所
か
ら
声
が
か
か
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
僕
と
し
て
は
主
に
現

場
で
学
ん
だ
こ
と
を
言
っ
て
い
る
ん
で

す
が
、
現
場
を
良
く
知
る
専
門
家
ら

し
く
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
（
笑
）
。

　
最
近
は
、
小
規
模
の
企
業
か
ら

の
依
頼
が
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
依
頼
さ
れ
る
経
営

者
は
非
常
に
意
識
が
高
い
方
で
す

が
、
僕
は
、
そ
う
し
た
小
規
模
企

業
の
労
働
者
の
み
な
さ
ん
に
も
安

全
衛
生
の
恩
恵
が
及
ぶ
よ
う
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
僕
ら
産
業
医
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
に
積
極
的
に
相
談
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。
僕
と
し
て
も
小

規
模
企
業
は
、
ゼ
ロ
か
ら
安
全
衛

生
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
の
で
、

す
ご
く
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

清
風
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
　
院
長

松
永
　
康
弘   

先
生

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
　

昭
和
五
十
六
年

　
金
沢
大
学
医
学
部
卒

　
金
沢
大
学
第
一
外
科
入
局

平
成
十
二
年

　
認
定
産
業
医

十
三
年

　
清
風
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
業

二
十
二
年

　
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
保
健
衛
生
）

二
十
三
年

　
作
業
環
境
測
定
士
第
二
種

二
十
四
年
　
労
働
衛
生
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
（
労
働
衛
生
工
学
）

ま
つ
な
が
　
　  

や
す
ひ
ろ

とやま労基  第443号

産
業
医
に
な
っ
て
知
っ
た

予
防
医
学
は
医
療
の
川
上

産
業
医

聞
く
に

　
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
労
働
衛
生
工
学
）
は
、有
機
溶
剤
、化
学
物
質
、じ
ん
肺
、

粉
じ
ん
な
ど
に
よ
る
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
に
局
所
排
気
装
置
な
ど
の
工
学
的
手

段
に
よ
る
作
業
環
境
管
理
対
策
を
指
導
し
ま
す
。
保
健
衛
生
と
労
働
衛
生
工
学
の
労
働

衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
格
を
も
つ
松
永
康
弘
先
生
に
、
取
得
の
動
機
な
ど
を
う
か

が
い
ま
し
た
。
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特定化学物質障害予防規則等が

改正されます。

特定化学物質障害予防規則等が

改正されます。

特定化学物質障害予防規則等が

改正されます。

（１）ジメチル-2,2-ジクロロビニルホスフェ

イ（DDVP）を特定化学物質（第２類物

質のうち特定第２類物質）に追加。

・適用となる業務は「成型・加工・包装の業

務」に限定。

・作業主任者の選任、作業環境測定の実施

および特殊健康診断実施の義務付け。

等　

（２）クロロホルム、四塩化炭素、1,4-ジオキサン、

1,2-ジクロロエタン、ジクロロメタン、スチレ

ン、1,1,2,2-テトラクロロエタン、テトラクロ

ロエチレン、トリクロロエチレン、メチルイ

ソブチルケトンの10物質について、特定化学

物質（第２類物質の特別有機溶剤等〔旧エチ

ルベンゼン等〕）に追加（これに伴い、有機溶

剤から削除）。

・適用となる業務は「有機溶剤業務」に限定。

・作業主任者の選任、作業環境測定の実施およ

び特殊健康診断実施の義務付け。

等　

詳しくは、http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000057700.html

「労働安全衛生法の一部を改正する法律の施行期日を定める政令案要綱」
などについて下記の諮問について労働政策審議会から
「妥当である」と答申されました。
厚生労働省は、この答申を踏まえて速やかに政省令の改正作業を進めます。

（１） 以下の改正事項の施行期日を、平成26年12月１日とすること。 

 ○法第88条第１項に基づく届出の廃止 

 ○電動ファン付き呼吸用保護具の譲渡制限・型式検定の対象への追加

（２） 以下の改正事項の施行期日を、平成27年６月１日とすること。 

 ○職場における受動喫煙防止措置の努力義務化 

 ○重大な労働災害を繰り返す企業に対する指示・勧告・公表を行う制度の創設 

 ○外国に立地する検査・検定機関を登録制度の対象とする見直し

（３） 以下の改正事項の施行期日を、平成27年12月１日とすること。 

 ○ストレスチェックと面接指導の実施

※ 化学物質管理の在り方の見直しに関する改正事項の施行時期は、今後、別途定める予定。

（平成26年11月1日施行）
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厚
生
労
働
省
で
は
、
十
一
月
を

「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

と
定
め
、
広
く
労
働
保
険
の
周
知
に

努
め
て
お
り
ま
す
。

　
労
働
保
険
と
は
、
労
働
者
災
害
補

償
保
険
（
一
般
に
労
災
保
険
と
い
い

ま
す
）
と
雇
用
保
険
と
を
総
称
し
た

も
の
で
あ
り
、
政
府
管
掌
の
保
険
制

度
で
す
。

　
労
災
保
険
は
、
業
務
上
の
事
由
ま

た
は
通
勤
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、

疾
病
に
見
舞
わ
れ
た
り
、
あ
る
い
は

不
幸
に
も
死
亡
さ
れ
た
場
合
に
、
被

災
労
働
者
や
遺
族
を
保
護
す
る
た
め

の
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
ほ
か
、

労
働
者
の
社
会
復
帰
の
促
進
な
ど
、

労
働
者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が

失
業
し
た
場
合
お
よ
び
雇
用
の
継
続

に
困
難
な
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
必

要
な
給
付
を
行
う
ほ
か
、
職
業
に
関

す
る
教
育
訓
練
を
受
け
た
場
合
に
必

要
な
給
付
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
労

働
者
の
生
活
お
よ
び
雇
用
の
安
定
を

図
る
と
と
も
に
、
求
職
活
動
を
容
易

に
す
る
等
就
職
を
促
進
す
る
ほ
か
、

職
業
の
安
定
に
資
す
る
た
め
、
失
業

の
予
防
、
雇
用
状
態
の
是
正
お
よ
び

雇
用
機
会
の
増
大
、
労
働
者
の
職
業

能
力
の
開
発
向
上
や
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
の
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
労
働
保
険
は
、
政
府
の
管
掌
す
る

強
制
的
な
保
険
で
す
か
ら
、
原
則
と

し
て
労
働
者
（
常
用
・
臨
時
・
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
等
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て

い
れ
ば
、
そ
の
事
業
主
は
労
働
保
険

の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険

料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
事
業
主
が
故
意
ま
た
は
重

大
な
過
失
に
よ
り
、
労
働
保
険
の
保

険
関
係
成
立
届
を
提
出
し
て
い
な
い

期
間
中
に
労
働
災
害
が
生
じ
労
災
保

険
給
付
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遡
及

し
て
労
働
保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か

労
災
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用
の
全

額
ま
た
は
一
部
を
徴
収
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
会
員
各
位
の
下
請
事
業
場
な
ど
関

連
業
者
の
方
で
労
働
保
険
の
加
入
手

続
き
を
ま
だ
行
っ
て
い
な
い
事
業
場

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
速
や
か
に
手
続

き
を
行
う
よ
う
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
労
働
保
険
の
加
入
に
関
す
る
相

談
・
手
続
き
は
、
最
寄
り
の
労
働
基

準
監
督
署
、
公
共
職
業
安
定
所
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
労
働
保
険
の
加
入
手
続
き

か
ら
加
入
後
の
事
務
処
理
を
代
行
す

る
厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
「
労
働
保

険
事
務
組
合
」
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
労
働
保
険
の
未
手
続
き
事

業
場
に
対
す
る
加
入
促
進
の
た
め
、

労
働
保
険
事
務
組
合
の
労
働
保
険
適

正
加
入
推
進
員
が
事
業
場
へ
直
接
訪

問
し
、
手
続
き
に
か
か
る
説
明
を
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（
富
山
労
働
局
総
務
部

労
働
保
険
徴
収
室
）

　
平
成
二
十
五
年
度
の
富
山
労
働
局

に
お
け
る
労
災
保
険
事
業
概
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
労
災
保
険
の
適
用
事
業
場
数

は
、
二
万
五
千
八
百
二
事
業
場
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
百
七
十
五
事
業

場
が
増
加
し
、
適
用
労
働
者
数
は

四
十
万
一
千
三
百
三
十
人
と
な
り
、

前
年
度
よ
り
三
千
九
人
増
加
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
労
災
保
険
経
済
に
つ

い
て
は
、
労
災
保
険
料
収
納
額

が
七
十
三
億
九
千
四
百
二
万
円

と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ
て
一
・

二
五
％
減
少
し
、
労
災
保
険
給

付
額
（
特
別
支
給
金
含
ま
ず
）
は

七
十
七
億
六
千
三
百
七
十
一
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
四
・
一
二
％

の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
平
成
二
十
五
年
度
の

労
災
保
険
新
規
受
給
者
数
は
、

五
千
三
十
四
人
で
前
年
度
よ
り

二
百
五
十
二
人
減
少
し
、
保
険
給
付

額
に
占
め
る
年
金
給
付
額
の
割
合
は

五
七
・
一
％
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ

〇
・
二
％
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

種類別保険給付状況

（注）保険給付額には、特別支給金含まず。
資料出所：「都道府県別、保険給付支払状況（業務災害＋通勤災害＋二次健康診断等給付）」（厚生労働省ホームページ統計資料）     

給付種類別 平成24年度 対前年度増減率
（金額：%）

対前年度増減率
（構成比：%）金　額 構成比（%）

療養（補償）給付 
休業（補償）給付 
障害（補償）一時金 
遺族（補償）一時金 
葬祭（料）給付 
介護（補償）給付 
年金等給付 
二次健康診断等給付 

1,996,707,933
948,029,886
352,545,541
53,979,026
38,466,900
60,862,493

4,612,713,436
34,320,314

8,097,625,529

24.7 
11.7 
4.4 
0.7 
0.5 
0.8 
57.0 
0.4 

100.0 

平成25年度
金　額 構成比（%）

1,820,240,187
926,550,396
360,614,989
101,914,989
25,569,630
59,473,415

4,431,341,753
38,011,247

7,763,716,606

23.4 
11.9 
4.6 
1.3 
0.3 
0.8 
57.1 
0.5 

100.0 

△ 8.8
△ 2.3
2.3
88.8

△ 33.5
△ 2.3
△ 3.9
10.8
△ 4.1

△ 1.3
0.3
0.3
0.6

△ 0.2
0.1
0.2
0.1
0.0合　　　計

労働保険料の
口座振替制度をご利用の方へ

第２期分の振替納付日は

11月14日（金）です。
口座の残高にご注意ください。

労働保険料の納付は、便利な口座振替制度があります。

詳しくは富山労働局総務部労働保険徴収室までお問い

合わせください。

TEL 076-432-2714 十
一
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」
で
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
た
ら
、

労
働
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し
た
ら
、

労
働
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

労
災
保
険
事
業
概
況

労
災
保
険
事
業
概
況
お
う
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この最低賃金は、県内で働くすべての事業場の労働者に適用されます。
この金額に満たない賃金の支払いは、最低賃金法違反となります。

富山労働局賃金室（TEL 076-432-2735）または最寄りの労働基準監督署●問い合わせ

必ずチェック最低賃金！　使用者も、労働者も

時間額 728円時間額 728円

富山県（地域別）最低賃金が改定されました。

発効日　平成 26 年 10 月１日

平成26年1～9月　労働災害発生状況 富山労働局

署　　別

年　　別

業  種  別

番号 年代 災害発生状況経験
年数業　　種 起因物 事故の型発生月

８

9

20歳代 10年機械器具製造業
その他の
金属加工
用機械

激突され

墜落・転落

高　　岡富　　山 魚　　津 砺　　波 合　　計 前年同期比

平成26年 平成26年 平成26年 平成26年 平成26年 増減数平成25年 平成25年 平成25年 平成25年 平成25年 増減率

（%）

製造業

鉱業（土石採取業）

建設業

運輸交通業

貨物取扱業

農林業

畜産・水産業

上記以外の事業

　  総　　計

＊１.  各数値は、労働者死傷病報告を集計したもので、死亡及び休業 4日以上の災害を対象としている。
＊２.  死亡者数は、内数である。
＊３.  増減率は、死亡及び休業 4日以上の災害の合計に係る率である。

死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業 死亡 休業

0

0

1

2

0

0

0

0

3

83

0

38

34

0

8

0

151

314

1

0

0

1

0

0

0

1

3

64

0

35

20

1

7

1

129

257

1

0

1

0

0

0

0

0

2

89

0

31

36

1

5

8

74

244

0

0

0

1

0

0

0

0

1

85

0

33

33

1

4

8

77

241

0

0

2

0

0

0

0

0

2

45

1

31

21

0

2

3

54

157

1

0

0

0

0

0

0

0

1

46

0

29

10

0

1

6

41

133

1

0

0

0

0

0

0

1

2

43

2

20

8

1

5

0

25

104

0

0

1

1

0

1

0

0

3

46

4

24

19

0

6

1

30

130

2

0

4

2

0

0

0

1

9

260

3

120

99

2

20

11

304

819

2

0

1

3

0

1

0

1

8

241

4

121

82

2

18

16

277

761

0

0

3

-1

0

-1

0

0

1

19

-1

-1

17

0

2

-5

27

58

7.9

-25.0

-0.8

20.7

0.0

11.1

-31.3

9.7

7.6

インド共和国にてレーザー加工機をメンテナンス作業中、同加
工機のフィーダー（アーム）が誤って作動し、同加工機内で作
業していた被災者に激突した。

つり足場の解体作業中、緊結されていない水平材の上の足場板に
乗ったため、7.8m下に停車していたトラックの荷台に墜落した。

７ 60歳代 38年一般貨物自動車運送業 トラック 交通事故
（道路）

8月

9月

9月

12.5ｔトラック（荷を11ｔ積載）を富山方向に運転中、対向車線
にはみ出して4ｔトラックと正面衝突し、道路沿い西側の住宅に
突っ込んだもの。

30歳代 ４年
鉄骨・鉄筋コンクリート
造家屋建築工事業

足場

■死亡災害詳細

　法律改正、助成金等の制度改正、労務管理情報など企業の皆さまの

お役に立てる最新情報を「厚労省人事労務マガジン」として、月に数

回程度配信しています。

　登録は、 厚労省人事労務マガジン  で検索、または厚生労働省ホー

ムページの登録サイトからお願いします。登録・配信は無料です。

企業の人事・労務担当者
お役立ち情報
企業の人事・労務担当者
お役立ち情報
企業の人事・労務担当者
お役立ち情報

厚生労働省によるメールマガジン厚生労働省によるメールマガジン

http://merumaga.mhlw.go.jp/登録受付中 !!
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　厚生労働省では、「女性労働者の能力発揮を促進するための積極的

な取り組み（ポジティブ・アクション）」および「仕事と育児・介護の

両立支援のための取り組み」について、他の模範となる取り組みを推

進している企業を表彰しています。

　今年度は、北陸電力株式会社が均等推進企業部門 富山労働局長奨

励賞を受賞し、10月２日に表彰式を行いました。

　北陸電力株式会社は、女性の少なかった技術職への採用拡大、女性

管理職の育成等、女性の活躍推進のためさまざまな取り組みを行って

いることから受賞が決定しました。

北陸電力株式会社の取組内容

・平成26年1月から「３年以内を目途に平成25年度の２倍程度の女性管理職数
を目指す」取組目標を公表

・人事労務部に「職場活力向上支援担当」を設置し、女性の活躍推進に繋がる
施策等を検討、実施

・これまで女性の少なかった技術職での採用拡大を図るため、会社説明会やホー
ムページにおいてロールモデルとなる女性社員を積極的に紹介

・女性管理職の育成のための社外セミナーへの参加推進や社内講演会の開催

・育児のための短時間勤務を小学校１年生の年度末まで認めるなど、女性が継
続して働きやすい職場を整備

・採用において、技術職に占める女性割合が平成23年の1.6％から平成25年の
3.6％に増加

・女性の管理職について、平成24年は９名であったところ、平成26年は14名に
増加

今回の表彰および過去の受賞企業の取組内容については、富山労働局ＨＰに掲載しています。
なお、平成27年度の表彰は、平成27年１月～３月に公募を行う予定です。

ポジティブ・アクションに取り組んでいます
シンボルマーク「きらら」

■ 富山労働局ＨＰ■ http://toyama-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

■ 問 い 合 わ せ■ 富山労働局雇用均等室　TEL 076-432-2740

全衛連労働衛生サービス機能評価委員会認定機関

職域・地域・学校健康診断職域・地域・学校健康診断

一般財団法人北陸予防医学協会

●一般健康診断・じん肺等特殊健康診断
●政府管掌健康保険生活習慣病予防健診…
　肺・胃・大腸・子宮がん・乳がん（マンモグラフィ）等
●人間ドック
●THP…健康測定・運動指導・保健指導等
●労災保険二次健診等…過労死の予防
●深夜業従事者の自発的健康診断
●メンタルヘルス

理事長 　 永　田　義　邦

政府管掌健康保険生活習慣病予防検診指定機関（1641020）
労働者健康保持増進サービス機関（1-53）
労災保険二次健診等給付医療機関　指定番号　161 236 1
安全衛生サービス機関（特殊健康診断）（41-16-01）
深夜業従事者の自発的健康診断受診支援健康診断機関

■ 高岡総合健康センター（ドック健診）
〒933-0945　高岡市金屋本町1-3
TEL（0766）24-3131　FAX（0766）24-3308

■ 健康管理センター（巡回・ドック健診）
〒933-0177　富山市西二俣277-3
TEL（076）436-1238　FAX（076）436-1240
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重点成長分野人材育成プログラム事業【地域人づくり型】重点成長分野人材育成プログラム事業【地域人づくり型】受託企業募集重点成長分野人材育成プログラム事業【地域人づくり型】
～「人材育成しっかり」の雇用創出で、富山を元気に！～

離職者等を新たに雇用いただき、実務を行いながら、計画的に職場内外での研修を実施していただきます。
雇用や研修にかかる費用は、県が委託費として負担します。

県内に事業所があり次の分野に該当する事業を営む企業等が対象
となります。

◎その他の要件や事業の詳しい内容は、富山県ホームページ

をご覧いただくか、本事業のサポート団体（富山県中小企業団体
中央会）へお問い合わせください。

介護、医療、農林水産、環境・エネルギー、観光、地域社会雇用、
産業振興（IT 関連、医薬品関連、機械・金属関連、健康生活関連
の製造・サービス業）

重点成長分野人材育成プログラム事業の概要重点成長分野人材育成プログラム事業の概要

１ ● 対象企業

雇用対象者１人１月あたり257,000円を限度に人件費、
研修費、事務費を負担します。

3  ● 委託費

雇用期間：6カ月以上１年以内
雇用人数：1社あたり5人まで
 （障害者等を雇用する場合は7人まで）

2● 雇用期間・人数

問い合わせ
県労働雇用課雇用対策係 TEL：076-444-8897
富山県中小企業団体中央会（本事業のサポート団体） TEL：076-424-3686

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1303/kj00009309.html
◎原則、先着順に受け付けしますが、申込みが予定数を超え
　た場合には事業を終了させていただきますので、あらかじ
　めご了承願います。

仕事と健康の両立支援セミナーの開催について仕事と健康の両立支援セミナーの開催について仕事と健康の両立支援セミナーの開催について

日本人留学生・外国人留学生を対象とした
合同企業説明会・面接会・企業研究会のご案内

　県では、社員の健康を重要な経営資源と捉え、

健康増進に取り組む企業や、治療を受けながら働

き、活躍している方を応援しています。

　仕事と健康を両立しやすい職場環境づくりにつ

いて、一緒に考えてみませんか！　事業主、人事

・労務・安全衛生担当者のみなさんのほか、多く

の方のご参加をお待ちしています！

　富山県では、高度な知識や技術を有する県内大学等の外国人
留学生や、国際感覚を磨いた日本人留学経験者の県内就職を促
進し、県内企業等の人材確保を支援するため、「グローバル人材
活用促進事業」を実施しております。
　このたび、グローバル人材の採用を検討している県内企業と、
グローバル人材を対象とした、ブース形式の合同企業説明会・

●日　時　11月19日（水）14:00～16:30　　　　　　　　 
●会　場　富山県総合福祉会館「サンシップとやま」１階 福祉ホール　
●内　容　１ 富山県におけるがんの現状と取組みについて
　 ２ 健康づくりに取り組む企業による事例発表
 ３ 基調講演 桜井なおみ氏
    （キャンサー・ソリュージョンズ㈱代表取締役）ほか
●定　員　150名
●申込締切 11月13日（木）

申し込み・問い合わせ先 富山県商工労働部労働雇用課教育福祉係
   電　話：076－444－3257　ＦＡＸ：076－444－4405　Ｅ－mail：arodokoyo@pref.toyama.lg.jp

　県は、離職者等の円滑な就職を支援するため、雇用の創出と人材育成を組み合わせた「重点成長
分野人材育成プログラム事業」を県内企業等に委託して実施しており、現在受託企業を募集中です。
　受託を希望される企業等は、以下の内容をご確認のうえ、本事業のサポート団体である富山県中
小企業団体中央会へお問い合わせください。

面接会・企業研究会を開催いたします。「海外との取引を検討し
ている」「日本人留学生・外国人留学生の採用に関心がある」と
いった企業の方々におかれては、優秀なグローバル人材に自社
をアピールするチャンスです。
　参加を希望される企業の方は、下記運営事務局までお問い合
わせください。

趣旨・内容

主催 富山県商工労働部労働雇用課　電話 076-444-8897

日時：12月19日(金)　13：00～16：00（12：30 受付開始)
場所：富山大学学生会館ホール（富山市五福3190）

開催日時・場所

運営事務局：㈱マイナビ富山営業所　電話076-442-1860

問い合わせ

富山県だより富山県だより
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な
い
か
、
適
時
見
直
す
必
要
も
あ
る

た
め
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
回
復
の
程

度
に
つ
い
て
は
、
従
業
員
の
同
意
を

得
た
う
え
で
、
主
治
医
か
ら
情
報
を

得
る
こ
と
も
有
効
で
し
ょ
う
。

前
記
手
引
き
で
説
明
の
あ
る

「
試
し
出
勤
制
度
」
を
当
社

で
も
導
入
し
よ
う
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
つ
け
る
べ
き

で
し
ょ
う
か
。

「
試
し
出
勤
制
度
等
」（
リ
ハ

ビ
リ
出
勤
な
ど
）
は
、
復
職

前
に
、
復
職
の
可
否
や
復
職
に
対
す

る
労
働
者
の
不
安
の
緩
和
を
目
的
と

し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
①
模
擬
出

勤
（
通
常
ど
お
り
の
時
間
に
出
勤
す

る
が
、
本
来
業
務
に
は
従
事
せ
ず
、

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
時
間

を
過
ご
す
）、
②
通
勤
訓
練
（
自
宅
か

ら
職
場
付
近
ま
で
移
動
し
、
一
定
時

間
を
過
ご
し
て
帰
宅
す
る
）、
③
試
し

出
勤
（
本
来
職
務
な
ど
に
一
定
期
間

従
事
す
る
）
の
三
つ
が
あ
り
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
制
度
に
は
法
令
上

の
根
拠
は
な
い
の
で
、
就
業
規
則
な

ど
で
内
容
を
決
め
な
い
と
詳
細
が
不

明
確
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
制
度

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
位
置
づ

け
、
作
業
内
容
、
指
揮
命
令
の
有
無
、

出
勤
時
間
、
賃
金
等
の
金
銭
支
払
条

件
、
労
災
の
取
り
扱
い
な
ど
を
規
定

す
べ
き
で
す
。

　
ま
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
が
、
使
用

者
の
指
揮
命
令
に
従
っ
た
労
務
の
提

供
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
た
場
合
、
労

働
と
賃
金
の
対
価
性
が
肯
定
さ
れ
、

賃
金
支
払
義
務
が
生
じ
、
労
災
が
発

生
し
た
場
合
は
会
社
の
安
全
配
慮
義

務
が
問
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
え
ま
す
。

会
社
と
し
て
は
休
職
者
の
提
供
す
る

作
業
が
労
務
の
提
供
と
評
価
さ
れ
な

い
よ
う
、
事
前
に
職
務
内
容
を
決
定

せ
ず
、
そ
の
場
ご
と
に
存
在
す
る
作

業
を
適
時
に
依
頼
す
る
程
度
に
留
め

る
こ
と
や
、
作
業
自
体
を
軽
作
業
に

限
り
、
本
来
作
業
に
は
従
事
さ
せ
な

い
こ
と
、
出
勤
時
間
な
ど
は
本
人
の

回
復
状
態
に
応
じ
て
柔
軟
に
伸
縮
す

る
こ
と
、
勤
怠
状
況
に
関
す
る
評
価

は
行
わ
な
い
こ
と
、
作
業
に
対
す
る

手
当
て
を
支
払
う
場
合
は
、
名
目
や

金
額
に
注
意
す
る
こ
と
（
通
勤
費
用

の
み
支
払
う
か
謝
礼
程
度
に
留
め
る
）

が
望
ま
し
い
と
言
え
ま
す
。

　
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
が
職
場
復

帰
可
否
の
判
断
に
供
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め

に
、
定
期
的
に
症
状
の
回
復
状
況
を

報
告
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
出
勤
に
つ
い
て
参
考
と

な
る
の
が
、
西
濃
シ
ェ
ン
カ
ー
事
件

（
東
京
地
判
平
22
・
３
・
18
）
で
す
。

こ
れ
は
、
航
空
・
海
上
運
送
取
扱
業

を
営
む
会
社
の
従
業
員
Ａ
が
、
脳
出

血
を
起
こ
し
後
遺
症
に
よ
り
右
片
麻

痺
と
な
り
休
職
し
た
た
め
、
会
社
が

就
業
規
則
に
基
づ
き
休
職
開
始
か
ら

一
年
半
の
経
過
を
も
っ
て
休
職
期
間

満
了
に
よ
る
退
職
の
取
り
扱
い
を
し

た
と
こ
ろ
、
Ａ
が
、
同
期
間
満
了
前

に
復
職
し
て
い
た
と
主
張
し
て
、
労

働
契
約
上
の
地
位
確
認
と
退
職
扱
い

後
の
賃
金
の
支
払
い
を
求
め
た
事
件

で
す
。
こ
の
事
案
で
は
、
休
職
期
間

中
に
Ａ
が
行
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
勤
務
が

復
職
を
示
す
も
の
か
ど
う
か
が
争
わ

れ
ま
し
た
が
、
リ
ハ
ビ
リ
期
間
中
は

給
与
が
月
三
十
八
万
円
か
ら
十
五
万

円
に
減
り
、
勤
務
時
間
も
午
前
十
時

か
ら
午
後
二
時
の
う
ち
一
日
二
時
間

三
十
分
程
度
、
週
三
日
と
短
縮
さ
れ

た
う
え
、
従
事
す
る
作
業
も
従
前
は

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
や
コ
レ
ス
ポ
ン

デ
ン
ス
（
英
文
で
海
外
の
取
引
先
と

ビ
ジ
ネ
ス
文
章
を
や
り
取
り
す
る
業

務
）
な
ど
高
度
な
業
務
で
あ
っ
た
の

が
、
郵
便
物
の
宛
名
ラ
ベ
ル
作
成
や

簡
単
な
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
を
伴
う
輸

送
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
程
度
に
軽

減
さ
れ
、
作
業
状
況
が
人
事
評
価
の

対
象
と
な
ら
ず
、
厳
密
に
勤
怠
管
理

も
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
裁
判
所
は

こ
れ
ら
の
点
を
指
摘
し
、
期
間
中
の

作
業
は
「
復
職
し
た
結
果
と
し
て
の

労
働
契
約
に
基
づ
く
労
務
の
提
供
で

は
な
く
、
原
告
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
た
め
の
事
実
上
の
行
為
に
す
ぎ

な
い
」
と
判
示
し
て
、
Ａ
の
請
求
を

退
け
ま
し
た
。

当
社
で
は
、
う
つ
で
休
職
し

た
従
業
員
が
増
え
て
お
り
、

職
場
復
帰
の
あ
り
方
も
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
会
社
と
し
て
復
職
を
支

援
し
て
い
く
た
め
の
参
考
と
な
る
も

の
は
あ
り
ま
す
か
。

厚
生
労
働
省
の
委
託
事
業
と

し
て
策
定
さ
れ
た
「
心
の
健

康
問
題
に
よ
り
休
業
し
た
労
働
者
の

職
場
復
帰
支
援
の
手
引
き
」
の
第
５

ス
テ
ッ
プ
で
、
復
職
後
の
支
援
に
つ

い
て
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
管
理
監
督

者
と
事
業
場
内
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

等
（
主
に
人
事
総
務
担
当
者
を
想
定
）

が
緊
密
に
連
携
を
取
り
、
情
報
収
集

に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
れ

は
、
精
神
疾
患
は
再
発
率
が
高
い
た

め
、
症
状
が
再
び
悪
化
し
て
い
な
い

か
、
治
療
の
自
己
中
断
が
生
じ
て
い

な
い
か
、
当
初
策
定
し
た
職
場
復
帰

支
援
プ
ラ
ン
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
に
気
を
配
る
と
と
も
に
、
一
度

決
定
し
た
支
援
プ
ラ
ン
や
治
療
方
針

が
現
実
に
合
わ
な
く
な
っ
て
き
て
い

弁護士

蓑　健太郎

●Profile

昭56年  高岡市福岡町生まれ
平12年  高岡高校卒
平16年  早稲田大学法学部卒
平20年  金沢大学法科大学院卒
平22年  弁護士登録
平23年  山本毅法律事務所勤務
平24年  となみ野法律事務所開設

Q1

Q2

A1

A2

20
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講
習
の
お
知
ら
せ

11月は建設荷役車両の特定自主検査強調月間です11月は建設荷役車両の特定自主検査強調月間です
　昭和60年に開始して30回目を迎える標記強調月間の

本年のスローガンは、

「特自検　働く機械の健康診断」
　本年度も「特定自主検査（以下特自検）関係法令の遵

守」を目標に、「検査業者および事業内における検査が適

正に行われることの促進」と「建設荷役車両を使用する

事業者において特自検が定着するよう、その周知・徹底

に努めること」を重点として実施されます。

　当支部においては、次のような活動を行います。
１．検査業者および事業内検査者に、「特自検マニュア
ル」に基づいて適正に検査業務が行われているか自主点
検の実施を要請する

２．建機およびフォークリフトユーザーが適正に特自検を
実施しているかパトロールを実施する

３．公共工事発注機関等へ、工事の発注及び施工に際して
現場で使用する対象機械の特自検の実施について指導を
要請する

公   益

SAFETY ASSOCIATION OF CONSTRUCTION AND LOADING VEHICLES
建設荷役車両安全技術協会社団法人 富山県支部

中央労働災害防止協会（中災防）
中部安全衛生サービスセンター北陸支所
〒930-0857 富山市奥田新町8-1  ボルファートとやま9階
TEL（076）441-6420　FAX（076）441-4641

申し込み・
問い合わせ

中災防中部安全衛生サービスセンター北陸支所の講習お知らせ

■安全管理者選任時研修

中災防賛助会員：18,510円

一　　　　　般：20,570円

（科目免除の場合、受講料をご確認ください）

平成27年

3月10日（火）

自治労とやま会館

（予定）

会　　場実　施　日 参　　加　　費

安全衛生に関して高い知見と豊富な経験のある安全管理士が講師を務め、1日ですべての法定カリキュラムを修了します。

林業・木材製造業労働災害防止協会富山県支部
〒930-2226  富山市八町6931（富山県森連内）
TEL（076）434-3351　FAX（076）434-1794　担当  稲葉

申し込み・
問い合わせ

林材業労災防止協会富山県支部の講習お知らせ

2月4・5日
平成27年 1/9～23 12,960 2,59040人自治労とやま会館

（予定）

実施会場 定員講習名 実施日 申込期間 受講料 テキスト代等

申込期間中でも定員人数になり次第締め切らせていただきます。

木 材 加 工 技 能 講 習
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陸運労災防止協会富山県支部の講習お知らせ

■フォークリフト運転技能講習（最大荷重１トン以上）

11月10日（月）

11月11日（火）

11月14日（金）

11月17日（月）

11月20日（木）

12月9日（火）

12月15日（月）

12月18日（木）

1月7日（水）

1月13日（火）

1月19日（月）

2月3日（火）

2月12日（木）

2月16日（月）

3月3日（火）

3月9日（月）

3月12日（木）

11月12日（水）

11月15日（土）

11月18日（火）

11月21日（金）

12月10日（水）

12月16日（火）

12月19日（金）

1月8日（木）

1月14日（水）

1月20日（火）

2月4日（水）

2月13日（金）

2月17日（火）

3月4日（水）

3月10日（火）

3月13日（金）

11月13日（木）

11月16日（日）

11月19日（水）

11月22日（土）

12月11日（木）

12月17日（水）

12月20日（土）

1月9日（金）

1月15日（木）

1月21日（水）

2月5日（木）

2月14日（土）

2月18日（水）

3月5日（木）

3月11日（水）

3月14日（土）

富山県トラック会館

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

12月8日（月）

1月6日（火）

2月2日（月）

3月2日（月）

３３○

３４○

３５○

３６○

３７○

３８○

３９○

４０○

４１○

４２○

４３○

４４○

４５○

４６○

４７○

４８○

②

実　　　技学　　科
8:30～17:40
（試験時間含む）

第　１　日
8:00～17:１0

第　2　日
8:00～17:05

講習会場第　3　日
8:00～18:20
（試験時間含む）

講
習
会
番
号

受講料等
定
員
（
人
）

　富山労働局長登録教習機関である陸運労災防止協会では、下記技能講習および安全教育講習を富山県トラック
会館（富山市婦中町島本郷）において当支部が実施します。
　受講を希望されます方は、下記までお問い合わせください。

陸上貨物運送事業労働災害防止協会 
富山県支部
〒939-2708 富山市婦中町島本郷１番地５
（富山県トラック会館内）

TEL（076）495-8840　FAX（076）495-2010
※フォークリフト講習のお申し込みはホームページからでも
  仮受付しております。

http;//www.toyamatrucking.or.jp/rsb/

申し込み・
問い合わせ

技能講習（資格取得）

学科1日

実技3日

受講料 25,380円

ﾃｷｽﾄ代 1,620円

 計27,000円

 （消費税込）

（受講資格）
はい付または、はい崩し
の作業に3年以上従事し
た経験を有するもの

■はい作業主任者技能講習

《富山県トラック会館》

平成27年 2月9日（月）
9:00～16:30

平成27年 2月10日（火）
9:00～17:20
（試験時間含む）

受 講 料 等 講習会場実施日時（学科2日間） 備　　考講習会
番号

100

定員
（人）

富山県トラック会館
受 講 料 10,800円

テキスト代 1,543円

 計12,343円(消費税込)

太閤山 JR高山線 西本郷（東） 富山市街

359
富山 I.C.

富山県
トラック会館

富山西 I.C.

北陸自動車道

ファボーレ

富山イノベーションパーク

北日本新聞
創造の森越中座

65

神
通
川

婦中鵜坂駅

速星駅

砺波

富山市婦中町島本郷1-5

平成27年
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建設業労働災害防止協会富山県支部の講習お知らせ

学科2日間

実技1日間

学科2日間

実技1日間

学科1日間

実技1日間

学科2日間

学科1日間

実技半日間

学科2日間

実技１日間

学科2日間

実技1日間

学科2日間

学科1日間

実技1日間

学科3日間

※1

学科2日間

実技１日間

学科1日間

学科1日間

学科2日間

学科2日間

実技1日間

学科2日間

学科1日間

実技1日間

学科2日間

1～2日  （9:00～17:30）

3～5日  （8:00～17:30）

8～9日  （9:00～17:30)

10～12日 （8:00～17:30)

15日  （8:00～18:30）

16～17日 （8:30～17:00）

18～19日 （9:00～17:30)

8日  （9:00～17:00）

9日   (8:00～12:00 13:00～17:00）

13～14日 （9:00～17:30)

15～16日 （8:00～17:30)

19～20日 （9:00～17:30)

21～23日 （8:00～17:30)

22～23日 （9:00～17:00)

26日　  （8:00～18:30)

27～28日 （8:30～17:00)

28～30日 （※2)

2～3日  （9:00～17:30)

4～6日  （8:00～17:30)

6日  （9:00～17:30)

10日  （9:00～17:00)

12～13日 （9:00～17:30)

16～17日 （9:00～17:30)

18～20日 （8:00～17:30)

19～20日 （9:00～17:30)

23日  （8:00～18:30)

24～25日 （8:30～17:00)

26～27日 （9:00～17:30）

講　　習　　名 受講日数 受付日定　員実　施　日（講習時間）

●実技講習日は、受講者の人数により実施期間が短縮されることがあります。各受講者の実技講習日は講習の初日に振分けを行います。
　ご都合の悪い日がある方は事前に申し出てください。
●★印の講習は厚生労働省の建設労働者確保育成助成金の対象です。◆印の講習会はCPDSの登録認定講習です。
　助成金の受給手続及びCPDSの詳細については、建災防富山県支部までお問い合わせください。
●各講習会の受講資格、受講料等は建災防富山県支部のＨＰで確認してください。
　受講申込書は、建災防富山県支部及び各分会に備えてあります。また、ＨＰからもダウンロードできます。
※1「地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習」の一部免除の（イ）又は（ハ）に該当する方は3日目（1月30日）のみの受講とな
　　ります。また、この一部免除に該当する方についてはＣＰＤＳの登録申請を行いましたので、「CPDS技術者証」をお持ちの方は、講習
　　当日、カードをお持ちください。
※2「地山の掘削及び土止め支保工作業主任者技能講習」の実施時間は、初日（9:00～17:00）、2日目（8:30～18:00）、3日目（9:00
　　～14:00）を予定しています。

建設業労働災害防止協会富山県支部  技能研修センター
〒939-3545 富山市水橋入部町字元禄4-62
TEL（076）478-4900　FAX（076）478-5090

講習実施会場
問い合わせ

申 込 先

★玉掛け技能講習

★小型移動式クレーン運転技能講習

★高所作業車運転技能講習
　【免除者対象講習】

◆職長・安全衛生責任者教育

★巻上げ機（ウインチ）運転特別教育

★玉掛け技能講習

★小型移動式クレーン運転技能講習

◆石綿作業主任者技能講習

★高所作業車運転技能講習
 【免除者対象講習】

★◆地山の掘削及び土止め支保工作業主
任者技能講習

★玉掛け技能講習

◆新・総合工事業者等のためのリスクア
セスメント研修

危険予知訓練（KYT）1日研修

◆職長・安全衛生責任者教育

★小型移動式クレーン運転技能講習

★◆型枠支保工の組立て等作業主任者技
能講習

★高所作業車運転技能講習
 【免除者対象講習】

★◆足場の組立て等作業主任者技能講習

60名

90名

80名

50名

40名

40名

90名

100名

80名

100名

60名

50名

48名

50名

90名

100名

80名

100名

11/13
12
月
度

2
月
度

12/11

1/8

平
成
27
年
1
月
度

http://www4.ocn.ne.jp/̃k-toyama/ けんさいぼうとやま 検　索

■富山分会　TEL 076（442）2262　FAX 076（442）2306　〒930-0094　富山市安住町3-14　
■高岡分会　TEL 0766（21）1081　FAX 0766（21）1082　〒933-0902　高岡市向野町3丁目43-17
■魚津分会　TEL 0765（22）2581　FAX 0765（22）1902　〒937-0041　魚津市吉島1102　
■砺波分会　TEL 0763（22）3670 FAX 0763（22）5804　〒939-1521　南砺市苗島373-1
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安全衛生教育のお知らせ

講　習　名
実　　施 申込み要項 費用：円 定員

（名）
備　考

月／日 時　　刻 会　　場 申込先
受付
開始

受講料 テキスト代

玉 掛 け 技 能 講 習

【学】12/4～ 5
【実】12/6・8

【学】9：00 ～ 17：30
【実】7：40 ～ 17：40

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部

11/4

22,680 2,725

50

提出書類：科目免除の場合は
　　　　 免許・修了証の証明

実技：1日

助成金対象★☆

【学】1/8～ 9
【実】1/11・12・13

12/8 60

【学】1/29～ 30
【実】1/31・2/2

12/8 60

【学】2/9～ 10
【実】2/12・13・14

1/7 80

【学】2/23～ 24
【実】2/25

1/23 30

【学】12/2～ 3
【実】12/4・5

【学】T　　L　　C
【実】富山県安全衛生
　　教育センター

高岡

10/31 60

【学】2/17～ 18
【実】2/19・20

【学】ポリテクセンター富山
【実】富山県安全衛生
　　教育センター

1/16 60

【学】2/24～ 25
【実】2/26・27

【学】8：45 ～ 17：00
【実】7：40 ～ 17：40

【学】富山県技術専門学院
　　新川センター
【実】富山県安全衛生
　　教育センター

魚津 1/23 60

床 上操作式クレーン
運 転 技 能 講 習

【学】12/15～ 16
【実】12/18・19

【学】8：30 ～ 17：00
【実】8：00 ～ 17：20

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部

11/12

34,560 2,210

40

提出書類：科目免除の場合は
　　　　 免許・修了証の証明

実技：1日

助成金対象★☆

【学】1/13～ 14
【実】1/15・16

12/12 40

【学】2/3～ 4
【実】2/7・8・9

1/8 60

【学】11/18～ 19
【実】11/20・21

【学】ポリテクセンター富山
【実】富山県安全衛生
　　教育センター

高岡 10/17 40

ガ ス 溶 接 技 能 講 習

【学】12/11～ 12
【実】12/12

【学】
8：30～ 16：50（1日目）
8：30～ 10：40（2日目）
【実】10：40 ～ 16：50

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部

11/11

9,720 864

40

学科・実技で２日

助成金対象★

【学】1/9 ～ 10
【実】1/10

12/9 40

【学】2/16～ 17
【実】2/17

1/13 40

【学】2/5～ 6
【実】2/6

【学】
8：45～ 16：55（1日目）
8：30～ 10：40（2日目）
【実】11：05 ～ 17：00

富山県技術専門学院
新 川 セ ン タ ー

魚津 12/25 30

鉛 作 業 主 任 者
技 能 講 習

【学】1/20～ 21 9：00 ～ 16：20
富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部 12/18 8,640 2,859 40 提出書類：資格証明

乾燥設備作業主任者
技 能 講 習

【学】11/27～ 28 8：30 ～ 18：00
富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部 10/27 9,180 1,512 65 提出書類：資格証明

有機溶剤作業主任者
技 能 講 習

【学】12/9～ 10

9：00 ～ 17：30
富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部

10/9

9,180 3,075

80

HP申込み可

【学】1/26～ 27 11/26 80

【学】2/23～ 24 12/22 80

【学】3/16～ 17 1/16 80

特定化学物質及び四アルキル
鉛等作業主任者技能講習

【学】12/1～ 2

9：00 ～ 17：30

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部

10/2

9,180 3,075

80

HP申込み可【学】3/24～ 25 1/23 80

【学】2/4～ 5 ポリテクセンター富山 高岡 12/4 70

とやま労基  第443号
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講　習　名
実　　施 申込み要項 費用：円 定員

（名）
備　考

月／日 時　　刻 会　　場 申込先
受付
開始

受講料 テキスト代

石 綿 作 業 主 任 者
技 能 講 習

【学】2/2～ 3
【学】
9：00～ 16：20（1日目）
9：00～ 15：20（2日目）

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部 1/8 8,640 2,643 30

酸素欠乏・硫化水素危険
作業主任者技能講習

【学】1/14～ 15
【実】1/16

【学】9：00 ～ 17：20
【実】8：30 ～ 13：10

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部 12/11 11,880 2,160 60
実技：半日

助成金対象★

フ ォ ー ク リ フ ト
運 転 技 能 講 習

欄外「ご注意」を参照ください。

【学】1/19
【実】①1/20・21・22
        ②1/23・24・25
        ③1/26・27・28

【学】8：00 ～ 17：20
【実】
8：00～17：00（1・2日目）
8：00～18：10（3日目）

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部

12/17

25,380 1,337

30

提出書類：運転免許証の証明

学科：１日、実技：３日

助成金対象☆

【学】2/27
【実】①2/28・3/1・2
        ②3/3・4・5

1/27 20

【学】12/8
【実】12/9・10・11 【学】砺波商工会議所

【実】富山県安全衛生
　　教育センター

砺波

10/28 10

【学】2/3
【実】2/4・5・6

12/22 10

安 全 衛 生 推 進 者
養 成 講 習

【学】2/19 ～ 20 9：00 ～ 17：00
富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

富山 12/18 7,344 1,810 60 HP申込み可

◆ク レ －ン運転業務
特 別 教 育

【学】12/1 ～ 2
【実】12/2・3 【学】

9：00～ 16：20（1日目）
9：00～ 12：10（2日目）
【実】
  8：00 ～ 12：10
13：00 ～ 17：10

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部

11/5

（会）10,476
（非）12,636

2,210

30

学科：1日半、実技：半日

助成金対象★

【学】1/7 ～ 8
【実】1/8・9

12/5 30

【学】2/9 ～ 10
【実】2/10・※11

1/9 30

◆ア ー ク 溶 接 等
業 務 特 別 教 育

【学】1/30～ 31
【実】1/31

【学】9：00 ～ 17：30（1日目）
          8：20 ～ 17：40（2日目）
【実】8：20 ～ 12：30
　　13：30 ～ 17：40

ポリテクセンター富山 高岡 11/28
（会）12,636
（非）14,796

1,491 80

HP申込み可

学科：1日半、実技：半日

（２日目は学科・実技半日ずつ）

◆自由研削といし取替
試 運 転 者 特 別 教育

【学・実】1/20
【学】   8：50 ～ 14：00
【実】14：10 ～ 17：00

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

富山 11/20
（会）　8,424
（非）10,584

1,188 42
HP申込み可

実技：半日

機械研削といし取替
試 運 転 者 特 別 教 育

【学】12/15
【実】12/16

【学】8：30 ～ 16：50
【実】8：30 ～ 12：10

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部 11/14
（会）9,720
（非）11,448

1,188 30

◆粉じん作業特別教育
【学】2/12 9：00 ～ 15：50

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

富山 12/12
（会）6,264
（非）7,344

1,059

40

HP申込み可

【学】1/22 9：30 ～ 16：00 新川文化ホール 魚津 11/21 30

◆安 全 管 理 者
選 任 時 研 修

【学】1/28 ～ 29

9：00 ～ 16：00
富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部

11/26

11,880 2,026

40

HP申込み可

【学】3/3 ～ 4 1/5 40

◆職 長 教 育

【学】12/4～ 5

8：45 ～ 17：00（1日目）
9：00 ～ 17：05（2日目）

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

富山

10/28

（会）13,571
（非）15,731

1,378

48

昼食代含む（建設業除く）【学】3/5～ 6 1/30 48

【学】1/21～ 22 T L C 高岡 12/16 30

◆職 長 ・ 安 全 衛 生
責 任 者 教 育

【学】12/18～ 19 9：00 ～ 17：40
富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部 11/18
（会）15,120
（非）17,280

2,026 30

◆危険予知訓練研修会

【学】2/5～ 6

9：00 ～ 17：00

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

富山 12/18

（会）19,619
（非）21,779

受講料
に含む

48

教材費・昼食代含む【学】12/10～ 11 Ｔ Ｌ Ｃ 高岡 11/7 42

【学】12/11～ 12
黒部市ふれあい
交流館あこや～の

魚津 11/11 42

◆特 化 物 業 務
従 事 者 教 育

【学】1/19 13：00 ～ 15：40
富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部 12/8 5,141
受講料
に含む

30
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（注）☆：キャリア形成促進助成金の訓練給付金対象です。
　　ただし、力学免除の方は助成金対象外となります。
★：建設労働者確保育成助成金対象です。

       ※：女性の方を対象とする実技日です。
■富山県安全衛生教育センター　 〒930-0873 富山市金屋767-30
■ポリテクセンター富山 〒933-0982 高岡市八ヶ55
■ＴＬＣ 〒934-0055 射水市沖塚原747-1
■新川文化ホール 〒937-0853 魚津市宮津110
■富山県技術専門学院新川センター 〒938-0031 黒部市三日市10
■黒部市ふれあい交流館あこや～の 〒938-0047 黒部市窪野97
■砺波商工会議所 〒939-1332 砺波市永福町6-28http://www.toyamarokikyo.or.jphttp://www.toyamarokikyo.or.jp

実施会場

講習の詳細は（一社）富山県労働基準協会
ホームページをご覧ください。

とやま労基 検　索

「申込書」はホームページからダウンロードできます。

講　習　名
実　　施 申込み要項 費用：円 定員

（名）
備　考

月／日 時　　刻 会　　場 申込先
受付
開始

受講料 テキスト代

◆衛 生 管 理 者
能 力 向 上 教 育

【学】2/16 ～ 17
9：00 ～ 15：40（1日目）
8：30 ～ 17：20（2日目）

富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部 1/15
（会）10,476
（非）12,636

2,998 20

◆有機溶剤作業主任者
能 力 向 上 教 育

【学】2/13 9：00 ～ 17：20
富山県安全衛生
教 育 セ ン タ ー

本部 1/15
（会）7,344
（非）8,424

2,160 30

◆リスクアセスメント
担 当 者 研 修 会

【学】11/20～ 21 9：00 ～ 17：00 砺波商工会議所 砺波 9/26
（会）20,101
（非）23,188

3,888 24
HP申込み可

昼食代含む

ア ー ク 溶 接 等
業 務 実 技 補 講

【実】12/13 9：00 ～ 16：40 ポリテクセンター富山 富山 10/28 10,284 30

都合により、下記の技能講習は中止または定員の変更となっています。注意してください。

講　習　名 実施日 申込み先 変　更　前 変　更　後

酸素欠乏・硫化水素危
険作業主任者技能講習

学科　1/14 ～ 15
実技　1/16 本部   定員80名 定員60名

フ ォ ー ク リ フ ト
運 転 技 能 講 習

学科　12/19
実技①12/20・21・22
　　②12/23・24・25

本部   

定員40名 中止

学科　1/19
実技①1/20・21・22
　　②1/23・24・25
　　③1/26・27・28

定員60名 定員30名

学科　2/27
実技①2/28・3/1・2
　　②3/3・4・5

定員40名 定員20名

学科　12/8
実技　12/9・10・11

砺波

定員20名 定員10名

学科　2/3
実技　2/4・5・6 定員20名 定員10名

ご注意

◆印の講習は、会員限定先行予約の受付を開始しました。

100円労災保険
従業員の福祉のために
随時加入を受け付けております（保険始期は毎月１日）

労働災害総合保険100円労災保険100円労災保険

一般社団法人富山県労働基準協会（協会本部）
有限会社馬場保険事務所（保険取扱代理店・代表事務局）
損害保険ジャパン日本興亜株式会社（引受保険会社）

お問い合わせ・資料請求は

TEL（076）442-3966　FAX（076）442-3992

TEL（076）422-8520　FAX（076）422-8525

TEL（076）441-3367　FAX（076）433-6422

ご存知ですか


